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日
本
遺
産
っ
て
何
？

日
本
遺
産
ス
ト
ー
リ
ー

令
和
の
第
一
号
と
し
て
、

せ
と
う
ち
備
讃
諸
島
の

石
の
物
語
が「
日
本
遺
産
」

に
認
定
さ
れ
ま
し
た

　

日
本
遺
産
と
は
、
地
域
の
有

形
、
無
形
の
文
化
遺
産
を
一
つ

の
物
語
と
し
て
束
ね
、
日
本
遺

産
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
そ
の
魅
力

を
日
本
、
世
界
に
向
け
て
発
信

し
、
文
化
や
文
化
財
を
観
光
資

源
と
し
て
積
極
的
に
活
用
す
る

こ
と
で
、
観
光
客
等
の
交
流
人

口
の
増
加
を
図
り
、
地
域
の
活

性
化
を
目
指
す
も
の
で
す
。
世

界
遺
産
が
文
化
財
の
保
護
と
管

理
を
目
的
と
し
て
い
る
の
に
対

し
、
日
本
遺
産
は
そ
の
活
用
に

重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

小
豆
島
町
を
例
に
あ
げ
ま
す

と
、
寒
霞
渓
を
は
じ
め
、
天
狗

岩
丁
場
や
池
田
の
桟
敷
、
中
山

の
棚
田
の
石
積
み
、
山
岳
霊
場

な
ど
の
魅
力
を
「
石
の
文
化
」

と
し
て
束
ね
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
通
じ
て
、
そ
の
魅
力

を
高
め
て
い
こ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　

文
化
庁
で
は
、
２
０
２
０
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
て
、

全
国
で
１
０
０
件
程
度
を
日
本

　

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
る
た

め
に
は
、
文
化
遺
産
の
「
興
味

深
さ
」、「
斬
新
さ
」、「
希
少
性
」

な
ど
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る

ス
ト
ー
リ
ー
（
物
語
）
が
ポ
イ

ン
ト
に
な
り
、
日
本
が
世
界
に

誇
る
べ
き
魅
力
を
備
え
て
い
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
度
、
認
定
さ
れ
た
ス

ト
ー
リ
ー
は
、
４
０
０
年
前
の

大
坂
城
築
造
に
使
わ
れ
た
備
讃

諸
島
の
巨
石
文
化
か
ら
は
じ
ま

り
、
そ
の
石
材
運
搬
を
担
っ
た

海
の
民
（
塩
飽
水
軍
等
）
の
大

活
躍
、
そ
し
て
、
明
治
以
降
で

は
、
靖
国
神
社
の
石
鳥
居
、
日

本
銀
行
本
店
本
館
、
皇
居
正
門

石
橋
、
東
京
駅
丸
ノ
内
本
屋
な

ど
、
日
本
の
近
代
建
築
物
を
支

え
続
け
た
石
の
産
業
文
化
を
組

み
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
見
る
も
の
全
て
を
魅

了
す
る
寒
霞
渓
の
景
観
美
を
は

じ
め
、
山
岳
崇
拝
の
精
神
文
化
、

石
切
唄
や
石
節
、
農
村
歌
舞
伎

の
民
族
文
化
、
醤
油
や
石
切
寿

司
な
ど
の
食
文
化
が
ス
ト
ー

リ
ー
（
物
語
）
を
構
成
し
て
い

ま
す
。

遺
産
と
し
て
認
定
し
、
訪
日
外

国
人
旅
行
客
に
日
本
各
地
の
文

化
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
認
定
さ
れ
た
身
近
な
日
本

遺
産
は
、「
四
国
遍
路
」
や
「
備

前
焼
」、「
村
上
海
賊
」
な
ど
が

あ
り
、
令
和
元
年
度
の
認
定
数

16
件
を
含
め
、
こ
れ
ま
で
に
83

件
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

石とともに生きる小豆島の石の文化

塩飽勤番所（丸亀市） 皇居正門石橋（東京都）北木石の丁場（笠岡市）

　知ってる！？
悠久の時が流れる石の島
～海を越え、日本の礎を築いた　せとうち備讃諸島～

認定タイトル
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日
本
遺
産
を
構
成
す
る
小
豆
島
町
の
文
化
遺
産

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

日
本
遺
産
ブ
ラ
ン
ド
を

活
か
し
た
地
域
づ
く
り

　

小
豆
島
町
で
は
、
延
べ
８
回

に
渡
る
「
石
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

の
開
催
を
は
じ
め
、
Ｂ
Ｓ
番
組

で
の
テ
レ
ビ
放
映
、
小
・
中
学

生
を
対
象
と
し
た
「
ふ
る
さ
と

学
習
」、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で

の
啓
発
活
動
な
ど
、
石
の
文
化

の
魅
力
を
高
め
る
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
に
は
、「
世
界
考

古
学
会
議
」
の
プ
レ
ツ
ア
ー
を

小
豆
島
に
誘
致
し
、
世
界
中
の

研
究
者
か
ら
高
い
評
価
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
日
本
遺
産
認
定
に

あ
た
っ
て
は
、こ
れ
ま
で
の
地

　

石
の
文
化
の
魅
力
を
さ
ら
に

高
め
、
世
界
中
か
ら
多
く
の

方
々
に
訪
れ
て
い
た
だ
く
た
め

に
は
、
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

５
月
27
日
に
は
、
笠
岡
市
、

丸
亀
市
、
土
庄
町
と
の
連
携

を
高
め
、
２
市
２
町
が
一
丸
と

な
っ
て
積
極
的
な
活
動
を
展
開

し
て
い
く
仕
組
み
と
し
て
、「
せ

と
う
ち
備
讃
諸
島
日
本
遺
産
推

進
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
協
議
会
を
推
進
母

体
と
し
て
、
文
化
庁
の
補
助
金

を
活
用
し
な
が
ら
、
①
情
報
発

信
、
②
人
材
育
成
、
③
普
及
啓

発
、
④
調
査
研
究
の
４
本
柱
を

中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
最
も
大
切
な
こ
と
は
、

住
民
の
皆
さ
ん
が
地
域
の
文
化

に
自
信
と
誇
り
を
持
ち
な
が

ら
、
み
ん
な
で
魅
力
的
な
活
動

を
展
開
し
、
石
の
文
化
を
後
世

に
繋
げ
て
い
く
こ
と
に
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

道
な
種
ま
き
が
花
を
咲
か
せ
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
考
え
て

い
ま
す
。

石の魅力を伝える石のシンポジウム

せとうち備讃諸島日本遺産推進協議会を設立

石の文化を学ぶ世界考古学会議のプレツアー

中山農村歌舞伎（舞台・石の桟敷席）

神懸山（寒霞渓） 小豆島の山岳霊場（西の滝） 池田の桟敷

醤油蔵と石道具の街並み（醤の郷） 天狗岩丁場



2019.７ 4

ひ
と
り
の
備
え
は　

地
域
の
備
え

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

～
家
庭
で
で
き
る
い
ざ
と
い
う
時
の
備
え
～

　

か
つ
て
、
小
豆
島
町
は
二
度

に
わ
た
る
未
曽
有
の
大
災
害
に

見
舞
わ
れ
、
多
く
の
尊
い
命
が

犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。
以
来
、

こ
の
大
災
害
を
教
訓
に
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

生
活
基
盤
の
整
備
等
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
西
日
本
で
の
「
平

成
30
年
7
月
豪
雨
」
や
「
大
阪

府
北
部
地
震
」
等
、
多
く
の
自

然
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
近
い
将
来
、
南
海
ト
ラ

フ
地
震
等
の
発
生
が
懸
念
さ
れ

て
お
り
、
小
豆
島
町
に
お
い
て

も
防
災
・
減
災
対
策
を
大
変
重

要
な
課
題
と
し
て
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
小
豆
島
町
の

防
災
対
策
と
し
て
、
総
合
防
災

訓
練
の
ほ
か
、
各
種
支
援
事
業

や
避
難
勧
告
に
関
す
る
新
た
な

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
つ
い
て
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な

い
大
地
震
に
備
え
、
日
頃
か
ら

危
機
意
識
を
も
っ
て
、
食
料
品

や
飲
料
水
等
の
備
蓄
、
家
具
の

転
倒
防
止
対
策
等
を
行
う
こ
と

は
、
自
ら
を
守
り
、
家
族
を
守

る
た
め
に
も
、
自
助
に
欠
か
せ

な
い
取
り
組
み
で
す
。

食
料
の
備
蓄

【
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
】

　

大
規
模
地
震

発
生
時
、
公
的

な
支
援
物
資
は

す
ぐ
に
届
か
な

い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。そ
の
た

め
、家
庭
で
の

食
料
や
飲
料
水
等
の
備
蓄
は
大

変
重
要
で
す
。
普
段
か
ら
少
し

多
め
に
食
料
等
を
購
入
し
て
お

き
、
使
っ
た
ら
新
し
く
買
い
足

し
て
お
く
こ
と
で
、
常
に
一
定

量
の
食
料
を
備
蓄
し
て
お
く
方

法
で
す
。

家
具
の
転
倒
防
止

　

地
震
に
よ
る
け
が
等
の
３
～

５
割
が
室
内
で
の
家
具
の
転

倒
・
落
下
等
が
原
因
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

寝
室
や
避
難
経
路
等
に
家
具

を
配
置
し
な
い
よ
う
に
工
夫

し
、
転
倒
防
止
器
具
で
固
定
す

る
等
、
家
庭
で
の
安
全
対
策
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

小
豆
島
町
総
合
防
災
訓
練

～
15
時　

坂
手
地
区
に
避
難
指
示
緊
急
発
令
～

　

今
年
の
防
災
訓
練
は
、
坂
手
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
南
海

ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る
大
地
震
発
生
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、坂
手
港
町
営
広
場
等
で
は
、防
災
航
空
隊
、

海
上
保
安
署
、
消
防
署
に
よ
る
合
同
訓
練
や
消
防
団
に
よ
る
中

継
送
水
訓
練
の
ほ
か
、
自
衛
隊
、
警
察
車
両
、
は
し
ご
車
の
展

示
等
を
行
い
ま
す
。

地域防災計画を柱に
～小豆島町防災会議を開催～

　５月15日、町の防災・減災対策等の
指針となる地域防災計画の改訂や避難
所等の見直し等に伴い、小豆島町防災
会議を開催しました。本計画を柱に、
行政機関、自治会、個人等の役割を明
確化し、自助・共助・公助の連携を
図って防災・減災対策に取り組んでい
きます。また、県危機管理課の松村防
災指導監による「南海トラフ地震等に
備えて」と題した講演では、明日にで
も起こるかもしれない災害への危機意
識を持つことの大切さを呼びかけてい
ました。

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

●防災訓練のスケジュール
　（会場：坂手地区・坂手港町営広場）

※訓練内容は一部変更になることがあります。

時　刻 訓　練　内　容

15：00

○南海トラフ地震（震度６強）の発生
○小豆島町災害（訓練）対策本部設置
○大津波警報発表
○坂手地区に避難指示（緊急）発令
○避難・避難誘導訓練開始
○非常炊出し訓練開始

15：30

○避難場所からの避難状況報告
○坂手港町営広場において
・防災航空隊、海上保安署、消防署合同救助訓練
・消防団中継送水訓練
・自衛隊車両展示、乗車体験
・警察車両展示、乗車体験
・消防はしご車乗車体験
○坂手公民館で防災講話（坂手地区住民対象）

16：50 ○大津波警報解除・避難指示（緊急）解除
○訓練終了

17：00 ○閉会式
○小豆島町災害（訓練）対策本部解散

防災
特集

自
助

7月28日
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自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る

～
地
域
の
防
災
活
動
を
応
援
し
ま
す
～

水害・土砂災害の防災情報の伝え方が変わります

防
災
士
育
成
支
援
事
業

　

地
域
に
お
け
る
防
災
力
の
向

上
は
、
共
助
の
面
に
お
い
て

大
変
重
要
で
す
。
本
町
で
は
今

年
度
か
ら
地
域
に
お
け
る
防
災

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
支
援
す
る

た
め
、防
災
士
の
資
格
取
得
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
防
災
士
機
構
に

よ
る
防
災
士
養
成
講
座
）
に
係

る
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

募
集
期
間　

９
月
２
日
㈪
～

　

６
日
㈮
（
８
月
上
旬
に
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
予
定
）

講
座
日
程

10
月
５
日
㈯
、
11
月
23
日
㈯
、

12
月
14
日
㈯
、
１
月
25
日
㈯
、

2
月
15
日
㈯　
【
全
5
回
】　

補
助
対
象

受
講
料
、
教
本
の
購
入
費
、

受
験
料
、
防
災
士
認
証
登
録

料
、
受
講
会
場
等
ま
で
の
旅

費
（
補
助
の
上
限
は
一
人
に

つ
き
３
５
，０
０
０
円
で
す
。）

申
込
先

香
川
大
学
四
国
危
機
管
理
教

育
・
研
究
・
地
域
連
携
推
進

機
構

☎
０
８
７
︱
８
６
４
︱
２
５
４
４

０
８
７
︱
８
６
４
︱
２
５
４
９

　
　

k
ik

ik
an

ri@
jim

.ao.

　
　

kagaw
a-u.ac.jp

問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

☎
82
︱
７
０
０
１

地
域
防
災
訓
練
支
援
事
業

　

小
豆
島
町
で
は
、
自
主
防
災

組
織
（
自
分
た
ち
の
地
域
は
自

分
た
ち
で
守
る
連
帯
感
に
よ
り

自
主
的
に
結
成
し
、
災
害
予
防

活
動
を
行
う
組
織
）
が
、
地
域

の
子
ど
も
や
高
齢
者
等
と
一
体

と
な
っ
て
行
う
実
践
的
な
防
災

訓
練
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

　

交
付
の
対
象
は
、
防
災
資
機

材
の
購
入
や
炊
き
出
し
材
料
費

等
の
購
入
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
制
度
を
活
用
し
て
、
い
ざ

と
い
う
時
に
備
え
て
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
積
極
的
な
訓
練

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課

☎
82
︱
７
０
０
１

　昨年の「平成 30 年 7 月豪雨」や昨今の異常気象等、風水害の頻発を教訓に、国では今年
３月に避難勧告等に関するガイドラインを見直しました。緊急時にはさまざまな防災情報が
発信されることから、危険度をより分かりやすくするため、「警戒レベル」を用いた避難情報
を発令し、避難のタイミング等が明確になりました。

【警戒レベル３】、【警戒レベル４】発令時には、地域の皆さんで声をかけあい、
早めの行動、避難をしましょう。

【警戒レベル】で避難のタイミングをお伝えします

　今年の出水期から【警戒レベル】を用いた
避難情報を発令します。【警戒レベル③、④】
が発令された場合は速やかに避難してくださ
い。
※各種の情報は警戒レベル１～５の順番で発
表されるとは限りません。状況が急変するこ
ともあります。

■こちらは、小豆島町役場です。○○地区に土砂災害に関する警
　戒レベル４、避難勧告を発令しました。
■○○地区の方は、速やかに全員避難を開始してください。
■避難場所への避難が危険な場合は、近くの安全な場所か、屋内
　の高いところに避難してください。
※各地区の避難場所等については、８月号に掲載します。
　（町ホームページには掲載をしています。）

避難勧告の発令を伝えます

災害が切迫していることを伝えます

とるべき行動を伝えます

警
戒
レ
ベ
ル
４

　(

避
難
勧
告
の
一
例)

次のような内容で避難行動を呼びかけます

警戒レベル１ 警戒レベル2

警戒レベル3
警戒レベル4

警戒レベル3
警戒レベル4

災害への心構えを高
めましょう
（気象庁が発表）

避難に備え、自らの
避難行動の確認をし
ましょう
(気象庁が発表）

避難に時間を要する
人 ( 高齢者、障害の
ある方等 ) とその支
援者は避難をしま
しょう
（町が発令）

速やかに安全な場所
へ避難しましょう。
避難場所までの移動
が危険な場合は近く
の安全な場所や自宅
内の安全な場所に避
難しましょう
(町が発令 )

避難に時間を要する
人 ( 高齢者、障害の
ある方等 ) とその支
援者は避難をしま
しょう
（町が発令）

高齢者等は
避難 速やかに安全な場所

へ避難しましょう。
避難場所までの移動
が危険な場合は近く
の安全な場所や自宅
内の安全な場所に避
難しましょう
(町が発令 )

全員避難

警
戒
レ
ベ
ル
５
（
町
が
発
令
）
は
す
で
に

災
害
が
発
生
し
て
い
る
状
況
で
す

共
助

公
助

FAX

地域での自主的な防災訓練
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民
間
住
宅
耐
震
対
策
支
援
事
業

　

今
年
も
小
豆
島
ま
つ
り
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
を
募
集
し
ま

す
。
恋
人
や
家
族
、
親
友
な
ど
、

あ
な
た
の
大
切
な
人
へ
、
日
頃

な
か
な
か
伝
え
ら
れ
な
い
気
持

ち
を
、
花
火
と
と
も
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
せ
ん
か
。

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
小
豆
島
ま

つ
り
当
日
、
会
場
放
送
で
ご
紹

介
し
ま
す
。

日
時　

8
月
15
日
㈭

　
　
　

20
時
30
分
～

※
荒
天
の
場
合
は
8
月
16
日
㈮

に
順
延
し
ま
す
。

場
所　

内
海
総
合
運
動
公
園

メ
ッ
セ
ー
ジ
料　

　

1
件
1
万
円
（
5
号
玉
）

※
大
き
さ
や
種
類
な
ど
は
ご
相

談
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
料
金

が
変
更
と
な
り
ま
す
。

募
集
件
数　

先
着
10
件

募
集
要
項　

①
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
１
件
に
つ
き

　

80
文
字
程
度

②
１
つ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
会
場

　

放
送
で
紹
介
後
に
、
花
火
を

　

打
ち
上
げ
ま
す
。

特
典　

①
特
別
招
待
席
を
ご
用
意
し
ま

　

す
。

　

町
内
の
住
宅
に
対
す
る
耐
震

対
策
と
し
て
、
耐
震
診
断
、
耐

震
改
修
工
事
に
要
し
た
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

受
付
期
限　

　

予
算
の
上
限
に
達
す
る
ま
で

対
象
者　

町
内
に
自
ら
居
住
し

て
い
る
住
宅
の
所
有
者
で
町

税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い

方
対
象
と
な
る
住
宅

①
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に

建
て
ら
れ
た
一
戸
建
て
ま
た

は
長
屋
建
て
住
宅
、
住
宅
用

部
分
が
2
分
の
1
以
上
の
併

用
住
宅

②
建
築
基
準
法
の
規
定
に
基
づ

く
違
反
が
な
い
こ
と

③
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
工
事

を
行
っ
た
後
、
主
た
る
居
住

の
場
と
し
て
、
引
き
続
き
利

用
す
る
こ
と

④
耐
震
改
修
工
事
に
あ
っ
て

は
、
耐
震
診
断
に
よ
り
、
倒

壊
す
る
危
険
性
が
あ
る
と
さ

れ
た
も
の

⑤
民
間
住
宅
耐
震
対
策
支
援
事

業
交
付
要
綱
に
基
づ
く
耐
震

対
策
を
過
去
に
行
っ
て
い
な

い
こ
と

（
1
件
に
つ
き
、
2
人
ま
で
）

②
メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
玉
実
寸
大

　

の
飾
り
玉
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

申
し
込
み
方
法　

　

商
工
観
光
課
ま
た
は
オ
リ
ー

ブ
ナ
ビ
小
豆
島
の
窓
口
に
置

い
て
い
る
申
込
用
紙
か
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「O

LIV
E

　

ST
A

T
IO

N

」
に
掲
載
し

て
い
る
申
込
用
紙
に
必
要
事

補
助
金
額

①
耐
震
診
断
に
要
し
た
費
用
の

10
分
の
9
の
額
（
9
万
円
を

限
度
）

②
評
点
が
1.0
以
上
と
な
る
耐
震

改
修
工
事
に
要
し
た
費
用

（
90
万
円
を
限
度
）

③
評
点
が
0.7
以
上
と
な
る
耐
震

改
修
工
事
に
要
し
た
費
用

（
50
万
円
を
限
度
）

④
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
・
耐
震

ベ
ッ
ド
の
設
置
に
要
し
た
費

用
（
20
万
円
を
限
度
）

必
要
書
類

◦
見
積
書

◦
住
宅
の
図
面
ま
た
は
写
真

◦
完
納
証
明
書

　
（
税
金
の
未
納
が
な
い
こ
と

　

を
証
明
す
る
書
類
）

◦
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
写
し

◦
住
民
票

問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課

☎
82
︱
７
０
０
９

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

第
39
回
小
豆
島
ま
つ
り
花
火
大
会

メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
大
募
集

第5回坂手みなとまつり
　人と人、人とまちが出会える港に感謝の気持ちを
込めて、第5回坂手みなとまつりを開催します。 多
くの方のご来場をお待ちしています。
日時　7月20日㈯　10時～16時
場所　坂手港
内容　小豆島海上保安署巡視艇「きよづき」一般公開、

各種イベント（アロハ・カマラニ・フラ・ファミ
リー小豆島、劇団ままごと、小豆島中央高校ギター
部、小豆島中学校吹奏楽部、大道芸人）、各種屋
台など 項

を
記
入
し
、
商
工
観
光
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

　

7
月
1
日
㈪
～
26
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　

　

商
工
観
光
課☎

82
︱
７
０
２
１
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のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

社
会
を
明
る
く

す
る
運
動

①
狩
猟
免
許
試
験
予
備
講
習
会

日
時　

8
月
24
日
㈯
、
25
日
㈰

　
　
　

10
時
～
16
時

※
両
日
と
も
受
講
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

場
所　

香
川
県
農
業
協
同
組
合

　

中
央
地
区
営
農
セ
ン
タ
ー

講
習
内
容　

法
令
、
鳥
獣
の
判

　

別
お
よ
び
技
能

受
講
料

　

1
種
類
７
，０
０
０
円

　

2
種
類
以
上
８
，０
０
０
円

※
当
日
会
場
に
て
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。

申
込
期
間　

　

7
月
22
日
㈪
～
8
月
9
日
㈮

申
込
先　

　
（
一
社
）
香
川
県
猟
友
会

☎
０
８
７
︱
８
３
１
︱
６
９
２
０

②
狩
猟
免
許
試
験

【
第
１
回
】（
わ
な
猟
）

日
程　

8
月
30
日
㈮ 

【
第
２
回
】（
わ
な
猟
、第
一
種
・

　

第
二
種
銃
猟
）

日
程　

8
月
31
日
㈯

【
第
３
回
】（
網
猟
、
わ
な
猟
、

　

第
一
種
・
第
二
種
銃
猟
）

日
程　

9
月
1
日
㈰

※
時
間
は
全
て
9
時
～

場
所　

香
川
県
庁
北
館
3
階

受
講
料　

免
許
1
種
類
に
つ
き

　

５
，２
０
０
円(

県
証
紙)

※
い
ず
れ
か
の
狩
猟
免
許
を
取

得
済
み
の
方
で
、
新
た
に
他
の

免
許
を
取
得
す
る
場
合
は
、
1

種
類
に
つ
き
３
，９
０
０
円
で
す
。

申
込
期
間　

　

7
月
22
日
㈪
～
8
月
9
日
㈮

申
込
先　

　

香
川
県
環
境
森
林
部

　

み
ど
り
保
全
課

☎
０
８
７
︱
８
３
２
︱
３
２
１
２

※
狩
猟
免
許
お
よ
び
狩
猟
免
許

予
備
講
習
会
の
申
請
書
は
、
香

川
県
環
境
森
林
部
み
ど
り
保
全

課
お
よ
び
小
豆
島
町
農
林
水
産

課
に
あ
り
ま
す
。

※
狩
猟
免
許
取
得
後
、
農
作
物

等
の
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
け
る
方
に
は
、
講
習

会
受
講
料
お
よ
び
交
通
費
、
狩

猟
免
許
試
験
受
験
料
、
狩
猟
免

許
取
得
後
の
狩
猟
登
録
に
必
要

な
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
水
産
課☎

82
︱
７
０
２
６

　

7
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
強
調
月
間
で
す
。「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
す

べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行

の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
改
善
・
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に

お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
安
全
・
安
心
な
地

域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国

的
な
運
動
で
、
今
年
で
69
回
目

を
迎
え
ま
す
。

小
豆
地
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

　

小
豆
地
区
で
は
、
池
田
保
健

セ
ン
タ
ー
の
2
階
に
「
更
生
保

護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
し
、
罪
を
犯
し
た
人
や
非
行

少
年
の
立
ち
直
り
を
助
け
る
保

護
司
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
関

係
機
関
や
地
域
住
民
と
の
連
携

を
図
る
な
ど
、
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
に
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
の
適
切
な
管
理
や

活
用
方
法
、
相
続
す
る
際
の

注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
、
専

門
の
講
師
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月
20
日
㈯

　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

場
所　

香
川
県
社
会
福
祉
総

　

合
セ
ン
タ
ー
７
階
大
会
議

　

室
（
高
松
市
番
町
１
丁
目

　

10
番
35
号
）

内
容　
　

◦
不
動
産
事
業
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー　

オ
ラ
ガ
総
研
㈱
代

表
取
締
役　

牧
野
知
弘
氏

に
よ
る
講
演
会

　
（
13
時
30
分
～
15
時
30
分
）

◦
県
職
員
に
よ
る
支
援
制
度

　

の
紹
介
な
ど

　
（
15
時
30
分
～
16
時
）

定
員　

１
８
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

申
し
込
み
方
法　

７
月
19
日
㈮
ま
で
に
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

香
川
県
土
木
部
住
宅
課　

☎
０
８
７
︱
８
３
２
︱
３
５
８
３

０
８
７
︱
８
０
６
︱
０
２
３
９　
　
　

　

jutaku@
pref.kagaw

a.　

　
　lg.jp

　

シ
カ
、
サ
ル
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
鳥
獣
を
捕
獲
す
る
に
は
狩
猟

免
許
を
取
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
狩
猟
に
興
味
の
あ
る
方
や

鳥
獣
害
に
困
っ
て
い
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
狩
猟
免
許
を
取
得
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

狩
猟
免
許
は
【
網
猟
、
わ
な
猟
、
第
一
種
銃
猟
（
ラ
イ
フ
ル
銃
・

散
弾
銃
・
空
気
銃
）、
第
二
種
銃
猟
（
空
気
銃
）】
の
４
種
類
の
免

許
が
あ
り
ま
す
。

狩
猟
免
許
を
取
得
し
ま
せ
ん
か

第
１
回
空
き
家
対
策
セ
ミ
ナ
ー
開
催

FAX
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湯ゆ

ふ

ね

さ

ん

船
山
の
樹じ

ゅ
り
ん林

【
町
指
定
天
然
記
念
物
】

　

中
山
地
区
は
、
か
つ
て
地
滑

り
が
発
生
し
た
地
形
を
活
か
し

た
棚
田
を
中
心
に
形
成
さ
れ
た

地
域
で
す
。
江
戸
時
代
に
こ
の

地
域
の
年
寄
家
（
庄
屋
）
を
務

め
た
八
木
家
は
、
池
田
郷
の
年

寄
家
の
中
で
補
欠
庄
屋
と
し
て

最
有
力
の
地
位
に
い
ま
し
た
。

祖
先
で
あ
る
亀
女
は
、
鎌
倉
幕

府
の
執
権
北
条
時
宗
の
廻
国
伝

承
と
も
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。

　

棚
田
の
頂
上
、
海
抜
二
百
四

十
五
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
湯
船
山

蓮
華
寺
は
、
名
水
百
選
「
湯

船
の
湧
水
」
と
、
棚
田
を
潤
す

水
源
の
地
と
し
て
有
名
で
す
。

南
北
朝
期
の
備
前
児
島
の
武
将

で
あ
る
佐さ

さ

き

々
木
信の

ぶ

胤た
ね

に
よ
っ
て

湧
水
を
奉
じ
る
た
め
に
創
建
さ

れ
、
ま
た
信の

ぶ

胤た
ね

と
悲
恋
の
死
を

遂
げ
る
お
妻さ

い

の
局つ

ぼ
ね

の
別
荘
だ
っ

た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
尊
は
十
一
面
観
音
で
、
境
内

に
は
熊く

ま
の野

権ご
ん
げ
ん現

が
あ
り
、
湯
船

山
は
山
岳
信
仰
の
場
で
も
あ
り

ま
し
た
。
ま
さ
に
神
仏
混こ

ん
こ
う淆

の

霊
地
で
す
。

　

こ
の
環
境
を
支
え
る
周
囲
の

森
林
が
天
然
記
念
物
と
し
て
保

存
さ
れ
て
い
ま
す
。
境
内
に
は

樹
高
二
十
二
メ
ー
ト
ル
の
ク
ス

ノ
キ
や
、
樹
高
十
三
メ
ー
ト
ル

で
石
垣
に
沿
っ
て
成
長
す
る
シ

ン
パ
ク
、
ま
た
周
囲
に
は
ア
ラ

カ
シ
、
コ
ガ
ノ
キ
、
イ
ロ
ハ
モ

ミ
ジ
等
が
混
成
し
た
自
然
林
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

中
山
は
、
現
在
も
人
々
の
生

活
を
潤
す
湧
水
と
自
然
環
境
、

農
村
生
活
の
基
盤
と
な
る
棚

田
、
そ
れ
に
対
す
る
信
仰
が
息

づ
く
霊
地
や
自
然
の
恵
み
に
感

謝
す
る
農
村
歌
舞
伎
も
相
ま
っ

て
、
日
本
の
農
村
景
観
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

Vol.39Vol.39

答え：
香川大学教育学部幼児教育コースと連携して行われ
ている保育の質の向上を目的とした取り組みです。
2日間を通して、学生たちは保育実習やイベントを
行います。この取り組みは平成 25 年度から行われ、
今年で7年目を迎えます。

☎

学生が町内の保育施設（幼稚園、保育所）において、子
どもたちと触れ合い、実際に働く職員と交流し意見交
換を行い、互いのスキルアップを目指す保育実習を行
います。
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〜 あっという間にできる！簡単野菜料理 〜
　K′s キッチンの「K」は「健康」・「体」・「きれい」
の意味があります。メタボなど生活習慣病が気に
なる方、ご家族の方、一緒に楽しみながら学びま
せんか。
日　時：７月 24 日㈬　10 時～ 13 時
場　所：苗羽公民館
対象者：74 歳までの町内在住者
内　容：管理栄養士による講話、試食など
準備物：エプロン、三角巾、手拭タオル、筆記用具
参加費：300 円
定　員：16 名程度	
申込期限：７月 16 日㈫
申し込み・問い合わせ先：健康づくり福祉課　　
　　　　　　　　　　　　　　　☎ 82 − 7038

　食の教室Ｋ’ｓキッチン

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

❖栄養価（１人分）
エネルギー
たんぱく質
脂　　　質
カルシウム
食塩相当量

278Kcal
　13.9ｇ
　8.5ｇ
182mg
2.6ｇ

今年のテーマ　 ～ 朝ごはんを食べよう ～

（小豆島町食生活改善推進協議会）元気もりもり健康食！

❖材　料（4人分）

❖作り方

食パン（6枚切り）
トマトケチャップ
ちりめんじゃこ
ほうれん草

玉ねぎ
とろけるチーズ
コンソメの素
こしょう

4枚
40g
40g
100g

30g
80g
少々
少々

玉ねぎは薄切り、ほうれん草はゆでて水にとり、水気を
切って２～３㎝長さに切る。
ちりめんじゃこはさっと水で洗い、水気を切っておく。
パンにトマトケチャップを塗り、①と②をのせ、Aをふっ
てとろけるチーズをのせる。
オーブントースターで3～5分、チーズが溶けるまで焼く。

①

②
③

④

ちりめんじゃこのチーズトースト

場　所　サン・オリーブ
時間割　13：30 〜 14：30　健康教室（健康体操）
対象者　小豆島町内に住所を有する方
参加費　無　料（ただし、飲食などは自己負担）

健 康 教 室 の ご 案 内

日　程 送　　迎　　地　　区
　７月４日 神浦・蒲野 ･ 吉野・二面・室生

　７月11日 福田・吉田・当浜・岩谷・橘・
安田・草壁・西村

　７月18日 田浦・堀越・古江・坂手・苗羽・
馬木・安田・草壁・西村

※送迎は、電話で当日11時までにお申し込みください。
※帰りの送迎は15時30分頃サン・オリーブを出発します。
申込先　健康づくり福祉課　☎82−7038

子
ど
も
の
健
康
相
談
室

〈 

乳
幼
児
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う　

～
1
歳
半
健
診
～ 

〉

山　

本　

真
由
美
先
生

発
見
と
対
応
の
助
言
な
ど
で
す
。

今
回
は
1
歳
半
健
診
の
ポ
イ
ン

ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　

1
歳
半
健
診
の
頃
の
お
子
さ

ん
は
一
人
で
歩
け
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
大
人
の
言
う
こ
と
を

理
解
し
、
自
ら
も
意
味
の
あ
る

単
語
を
話
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
自
分
の
興
味
の
あ
る
も

の
を
指
さ
し
た
り
、
大
人
が
尋

　

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
、
健

や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、
ご

家
族
だ
け
で
な
く
地
域
の
方
の

願
い
で
も
あ
り
ま
す
。
小
児
科

医
は
そ
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
一
つ
が
乳
幼
児

健
診
で
す
。

　

乳
幼
児
健
診
の
目
的
は
、
お

子
さ
ん
の
発
育
や
発
達
が
順
調

で
あ
る
こ
と
の
確
認
や
異
常
の

ね
た
こ
と
（「
わ
ん
わ
ん
は
ど

れ
？
」）
に
対
し
て
指
さ
し
て
教

え
て
く
れ
た
り
と
、
一
方
通
行

で
は
な
い
簡
単
な
や
り
と
り
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま

だ
十
分
言
葉
を
話
せ
な
く
て
も
、

簡
単
な
指
示
や
言
わ
れ
た
こ
と

を
理
解
す
る
力
が
育
っ
て
い
る

の
で
す
。

　

言
葉
を
話
す
よ
う
に
な
る
に

は
、十
分
「
言
葉
の
シ
ャ
ワ
ー
」

を
浴
び
て
、
お
子
さ
ん
自
身
の

中
に
言
葉
が
た
く
さ
ん
貯
ま
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。「
ど

う
話
し
か
け
た
ら
い
い
か
わ
か

ら
な
い
」
と
い
う
声
は
時
々
健

診
で
も
聞
か
れ
ま
す
。
一
緒
に

い
る
お
子
さ
ん
が
興
味
を
も
っ

て
見
て
い
る
も
の
、
持
っ
て
い

る
も
の
な
ど
に
つ
い
て
、「
丸
い

ね
」、「
赤
い
ね
」、「
わ
ん
わ
ん

い
た
ね
」
と
逐
一
言
葉
に
す
る

な
ど
、
意
識
し
て
関
わ
る
と
い

い
で
し
ょ
う
。

　
「
わ
ん
わ
ん
」、「
ま
ん
ま
」
と

い
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
言
葉
に
つ
い

て
は
賛
否
両
論
あ
り
、
使
う
か

ど
う
か
は
親
御
さ
ん
の
考
え
方

と
な
り
ま
す
が
、
赤
ち
ゃ
ん
言

葉
は
子
ど
も
が
発
音
し
や
す
く

覚
え
や
す
い
の
で
、
言
葉
と
物

や
行
為
を
結
び
つ
け
て
認
識
し

や
す
い
と
の
見
解
も
あ
り
、
あ

る
程
度
は
使
っ
て
も
い
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
ほ
か
、
保
健
師
や
栄
養

小
豆
島
中
央
病
院
小
児
科

士
、小
児
科
医
の
ほ
か
、歯
科
医
、

言
語
聴
覚
士
も
健
診
に
参
加
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
も
と
に

お
子
さ
ん
の
健
康
を
確
認
し
、

助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

健
診
は
、
子
育
て
の
採
点
を

す
る
場
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
家
族
の
方
と
一
緒
に
成
長
を

喜
び
、
何
か
つ
ま
ず
き
が
あ
れ

ば
一
緒
に
考
え
て
い
く
健
診
で

あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

A
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夏
休
み
親
子
講
座
「
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
教
室
」

池
田
公
民
館
講
座
受
講
生
募
集
「
プ
ラ
か
ご
作
り
教
室
」

男
女
共
同
参
画
推
進
講
演
会

成
人
式
を
自
分
た
ち
で

演
出
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

小
豆
島
町
で
は
、
新
成
人
が

司
会
進
行
や
企
画
立
案
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
も
、

新
成
人
に
よ
る
運
営
を
行
う
た

め
、
次
の
と
お
り
実
行
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

申
込
期
間　

　

７
月
１
日
㈪
～
８
月
９
日
㈮

募
集
人
数　

10
人
程
度

　
　
　
　
　
（
先
着
順
）

対
象
者　

町
内
出
身
の
新
成
人

（
平
成
11
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
12
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
）

【
第
１
回
実
行
委
員
会
】

日
時　

８
月
15
日
㈭

　
　
　

13
時
30
分
～

場
所　

小
豆
島
町
役
場
本
館　

　
　
　

２
階　

会
議
室
３

※
都
合
に
よ
り
第
１
回
実
行
委

員
会
に
出
席
で
き
な
く
て
も
、

応
募
し
て
い
た
だ
い
て
構
い
ま

せ
ん
。
次
回
以
降
の
開
催
に
つ

い
て
は
、
担
当
者
か
ら
ご
連
絡

し
ま
す
。

申
込
先

　

社
会
教
育
課☎

82
︱
７
０
１
５

　

小
豆
島
町
で
は
、
お
互
い
の

人
権
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
、

誰
も
が
住
み
や
す
い
ま
ち
を
目

指
す
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

課
題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
研
修

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

多
数
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

７
月
11
日
㈭

◦
午
前
の
部

　

10
時
～
11
時
30
分

　
（
受
付
9
時
30
分
～
）

◦
午
後
の
部

　

13
時
～
14
時
30
分

　
（
受
付
12
時
30
分
～
）

※
午
前
・
午
後
の
部
と
も
に
内

容
は
同
じ
で
す
。

場
所　

小
豆
島
町
役
場

　

本
館
3
階　

大
会
議
室

テ
ー
マ　
「
自
分
ら
し
く
生
き

　

る
～
多
様
な
個
性
が
輝
く
社

　

会
へ
～
」

講
師　

非
営
利
型
一
般
社
団
法

　

人 

日
本
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
協
会

　

代
表
理
事　

清し
み
ず水

展ひ
ろ
と人

氏

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
８
５
年
、
兵
庫
県
神
戸

市
に
長
女
と
し
て
誕
生
。
18

歳
の
時
に
性
同
一
性
障
害
と

診
断
さ
れ
、
21
歳
の
時
に
海

外
で
手
術
し
、
帰
国
後
裁
判

所
で
氏
名
・
性
別
の
戸
籍
変

更
を
終
え
、
男
性
と
し
て
生

き
は
じ
め
る
。
２
０
１
２
年
、

結
婚
。
２
０
１
５
年
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
た

世
界
的
な
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
祭
典
に
日
本
人
と
し

て
初
め
て
ス
ピ
ー
チ
を
し
た
。

　

現
在
は
、
教
育
現
場
や
社
会

で
暮
ら
す
全
て
の
人
に
と
っ

て
、
悩
み
の
解
消
や
自
分
の
道

を
進
む
勇
気
と
な
る
よ
う
全
国

各
地
の
小
・
中
・
高
等
学
校
や

大
学
で
の
特
別
授
業
、
企
業
・

行
政
・
教
職
員
向
け
の
研
修
や

講
演
会
等
の
講
師
と
し
て
活
動
。

問
い
合
わ
せ
先　

　

人
権
対
策
課　

　

男
女
共
同
参
画
推
進
室

☎
82
︱
７
０
１
１

日
時　

７
月
７
日
㈰　

９
時
～

場
所　

イ
マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー

　
　
　

視
聴
覚
室

内
容　

Ｐ
Ｐ
バ
ン
ド
で
オ
リ
ジ

　

ナ
ル
バ
ッ
グ
作
り

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

※
7
月
1
日
㈪
か
ら
申
し
込
み

を
受
け
付
け
ま
す
。

費
用　

７
０
０
円
～

持
参
物　

マ
イ
ナ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー

申
込
先　

　

イ
マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー

☎
75
︱
０
６
０
０

日
時　

８
月
３
日
㈯

　
　
　

12
時
30
分
～

場
所　

働
く
婦
人
の
家

内
容　

ｍ
ｙ
ル
ー
ム
プ
レ
ー
ト

　

を
作
ろ
う

定
員　

16
組

参
加
費　

５
０
０
円

※
材
料
費
込
み

服
装　

汚
れ
て
も
よ
い
服

申
込
先

　

働
く
婦
人
の
家☎

82
︱
０
４
１
０

清 水 展 人氏
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小豆島町立
図書館
☎82−0291

　

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

日
時　

7
月
24
日
㈬
、
25
日
㈭
、

26
日
㈮
、
8
月
1
日
㈭
、
2

日
㈮
、
6
日
㈫
、
7
日
㈬

　

13
時
～
15
時

場
所　

町
立
図
書
館　

２
階

対
象　

町
内
の
小
学
生

定
員　

35
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

７
０
０
円

展
示
会　

8
月
10
日
㈯
～
18
日
㈰

申
し
込
み
方
法　

7
月
7
日
㈰

10
時
か
ら
町
立
図
書
館
、
イ

マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー
で
受
け

付
け
し
ま
す
。
申
込
用
紙
と

参
加
費
を
持
参
の
上
、
小
学

生
本
人
ま
た
は
、
そ
の
ご
家

族
が
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
電
話
や
代
理
の

方
に
よ
る
申
し
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
。
申
込
用
紙
は
各
学

校
へ
送
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

　

町
立
図
書
館　☎

82
︱
０
２
９
１

小豆島句会

第
41
回
　
手
作
り
絵
本
を
つ
く
ろ
う
会

謎
の
画
家
バ
ン
ク
シ
ー
描
く
「
ネ
ズ
ミ
の
絵
」
超
高
値
な
り
落
書
き
な
れ
ど　

大
倉
真
智
子

鼡　

犬
と
ふ
影
絵
を
ば
楽
し
み
て
居
き
団
欒
の
幼
き
日
々
に　
　
　
　
　
　
　

丹
生　

裕
子

妹
と
似
て
る
と
い
う
が
母
か
ら
は
教
わ
っ
て
な
い
く
し
ゃ
み
の
仕
方　
　
　
　

藤
井　

哲
夫

畏
く
も
「
令
和
」
の
年
号
定
め
ら
れ
今
年
い
の
し
し
来
年
子
年　
　
　
　
　
　

柴
田　

令
子

新
し
き
令
和
の
即
位
見
納
め
む
卒
寿
の
我
は
待
ち
つ
つ
暮
ら
す　
　
　
　
　
　

三
好　

昭
子

子ね

や
丑
の
怪
談
噺
幼
き
日
怖
が
り
つ
つ
も
せ
が
み
た
り
け
り　
　
　
　
　
　
　

山
下
美
千
代

使
は
ね
ど
厨
に
見
え
て
懐
か
し
き
亀
の
子
束
子
赤
き
帯
締
む　
　
　
　
　
　
　

や
ぎ
あ
き
ら

平
成
の
里
山
は
な
る
ほ
と
と
ぎ
す　
　

片
山
摂
良

海
風
を
呑
む
鯉
幟
十
二
匹　
　
　
　
　

谷
岡　

稔

夏
め
き
て
若
き
娘
の
肌
感
じ　
　
　
　

浜
口　

勇

新
樹
蔭
疎
ら
な
る
空
眩
め
を
り　
　
　

八
木
知
之

薫
風
や
書
架
天
辺
の
万
葉
集　
　
　
　

三
枝
断
水

首
都
は
雨
機
窓
は
春
の
入
日
か
な　
　

三
枝
菊
雨

鯉
幟
過
疎
の
町
並
燥
ぎ
た
り　
　
　
　

藤
本
忠
成

根
気
よ
く
部
屋
も
片
付
け
風
五
月　
　

河
合
一
訓

廃
校
の
閉
ざ
せ
し
門
扉
燕
来
る　
　
　

田
中
雅
文

緑
立
つ
如
き
煌
め
き
雅
子
さ
ま　
　
　

薮
脇
元
嘉

学
舎
の
岸
辺
懐
か
し
猫
柳　
　
　
　
　

望
月　

渉

新
し
き
世
を
楽
し
ま
ん
菖
蒲
風
呂　
　

照
下
璃
当

6日㈯　
7日㈰　

157日㈰　
13日㈯　
14日㈰　
20日㈯　
21日㈰　

24日㈬〜 26日㈮　

孟子を読む会
手作り絵本　申込日
にこにこおはなし会
古文書を読む会
おはなしひとみ会
源氏物語を読む会
読書会（内容：「雨降る森の犬」馳 星周 著）
手作り絵本を作ろう会

一　　　般
小 学 生
幼 ・ 児 童
一　　　般
幼 ・ 児 童
一 般
一 般
小 学 生

10：00 〜 12：00
10：00 〜
14：00 〜 14：30
10：00 〜 12：00
14：00 〜 14：30
14：00 〜 16：00
14：00 〜 16：00
13：00 〜 15：00

大人向け　「月面着陸50周年記念 天文学」展　　　7月30日㈫まで
子供向け　「おばけとようかいの本」特集展　　　　7月30日㈫まで
　　　　　「夏休み宿題お助け」展　　　　　　　　９月１日㈰まで

７月28日㈰　14時から（子供向け）　「トイ・ストーリー 3」
無料ですので、どなたでもお気軽にお越し下さい。

行 事 名 日　　　　　　時 対　象

広報文芸
短歌　現人
五月例会　詠草

新刊紹介

新刊紹介（一般向き）

書 　 名

書　　　　　　名 著者名

井上靖未発表初期短篇集
アンド・アイ・ラブ・ハー
オバペディア
彼女たちの場合は
百花
金剛の塔
悪の五輪
マチのお気楽料理教室
アンサーゲーム
アタラクシア
動乱の刑事
育休刑事
暁天の星
初恋さがし
つみびと
トロイメライ
市原悦子ことばの宝物
自分らしく生きる 性別違和を乗り越えて
ケーススタディ 職場のLGBT
共感障害「話が通じない」の正体
カリスマ失墜 ゴーン帝国の20年
つかむだけ！みるみるお腹が凹むきくち体操
家事のワンオペ脱出術
子どもと一生の思い出をつくる星空キャンプの教科書
にっぽん醤油蔵めぐり
豊島横尾館ガイド
るるぶ長崎 ’20

井 上 　 靖
小 路 幸 也
田 丸 雅 智
江 國 香 織
川 村 元 気
木 下 昌 輝
月 村 了 衛
秋 川 滝 美
五十嵐　貴　久
金　原　ひとみ
堂 場 瞬 一
似 鳥 鶏
葉 室 麟
真 梨 幸 子
山 田 詠 美
村 山 早 紀
市 原 悦 子
清 水 展 人
柳 沢 正 和
黒　川　伊保子
日 経 ビ ジ ネ ス
菊 池 和 子
佐 光 紀 子

G . B .
高　橋　万太郎
横 尾 忠 則

（幼児向き）

オレ、おおきくなるのいや
ノラネコぐんだんふねにのる
ようかいむらのじごくえんそく
へんしん ! かおはめえほん おしごと
なまけものパーティー
ほんとにぜったいあけちゃダメッ !!!
（児童向き）

こども妖怪・怪談新聞
お願い ! フェアリー♥️　22
あらしをよぶ名探偵
もりのゆうびんポスト
もりのともだち、ひみつのともだち
ドラゴンのお医者さん
（ティーンズ向き）

余物語
2030年のハローワーク
５分後に誰も死なない涙のラスト

今月のロビー展

映画会のお知らせ

7月の行事予定

　今月のオリーブギャラリーの催しは次のとおりです。ぜひご覧ください。

展　示　期　間 ・ 時　間 展　示　内　容

7月6日㈯〜21日㈰　９時〜17時 截
きりがねはくゆう

金箔遊　截金作品展

オリーブギャラリー7月の展示（オリーブナビ小豆島2階）
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令
和
元
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
額
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

は
、
被
保
険
者
が
等
し
く
負
担

す
る
「
均
等
割
額
」
と
被
保
険

者
の
平
成
30
年
中
の
所
得
に
応

じ
て
決
ま
る
「
所
得
割
額
」
の

合
計
額
と
な
り
ま
す
。
被
保
険

者
の
方
に
は
、
７
月
中
旬
に
保

険
料
額
決
定
通
知
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
高
齢
者
と
若
者
の
世

代
間
の
負
担
の
公
平
化
を
図
る

た
め
に
制
度
が
見
直
さ
れ
て
い

ま
す
。
負
担
能
力
に
応
じ
た
ご

負
担
を
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る

た
め
、
一
部
の
方
の
均
等
割
額

と
所
得
割
額
が
変
わ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
賦
課
期
日
は
、
４

月
１
日
で
す
。
た
だ
し
、
年
度

途
中
に
被
保
険
者
資
格
を
取
得

し
た
方
の
賦
課
期
日
は
、
資
格

取
得
日
と
な
り
ま
す
。

※
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額

等
と
は
、
総
所
得
金
額
お
よ

び
山
林
所
得
な
ら
び
に
他
の
所

得
と
区
分
し
て
計
算
さ
れ
る
所

得
の
合
計
額
か
ら
基
礎
控
除

（
33
万
円
）
の
み
を
控
除
し
た

額
の
こ
と
で
す
。

納
付
方
法

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は

国
民
健
康
保
険
税
が
年
金
天
引

き
や
口
座
振
替
に
な
っ
て
い
た

方
で
も
、
最
初
は
納
付
書
で
の

支
払
い
に
変
わ
り
ま
す
。
そ
の

後
、
特
別
徴
収
の
要
件
を
満
た

す
方
に
つ
い
て
は
、
納
付
方
法

が
年
金
天
引
き
に
変
わ
り
ま
す
。

①　

４
月
、
６
月
支
給
分
の
年

金
か
ら
保
険
料
が
天
引
き
（
仮

徴
収
）
さ
れ
た
方

　

年
間
の
保
険
料
額
が
確
定

し
、
確
定
額
か
ら
仮
徴
収
さ
れ

た
額
を
差
し
引
い
た
額
を
も
と

に
10
月
、
12
月
、
２
月
支
給
分

の
年
金
か
ら
天
引
き
し
ま
す
。

※
８
月
支
給
分
の
年
金
か
ら
も

保
険
料
が
天
引
き
と
な
り
ま

す
。
４
、６
月
の
保
険
料
額
と

同
額
で
す
。

②　

①
以
外
の
方

◦
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
に

よ
り
納
付
さ
れ
る
方
（
普
通

徴
収
）

　

年
間
の
保
険
料
額
を
８
期
に

分
け
て
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。令和

元
年
度
納
期
限

第
１
期　
　

７
月
31
日
㈬　

第
２
期　
　

９
月
２
日
㈪

第
３
期　
　

９
月
30
日
㈪

第
４
期　
　

10
月
31
日
㈭　
　

第
５
期　
　

12
月
２
日
㈪

第
６
期　
　

１
月
６
日
㈪

第
７
期　
　

１
月
31
日
㈮

第
８
期　
　

３
月
２
日
㈪

※
納
期
限
は
7
月
か
ら
翌
年
2

月
ま
で
の
、
毎
月
の
末
日
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
末
日
が
休

日
・
祝
日
の
場
合
は
、
そ
の
翌

日
が
納
期
限
と
な
り
ま
す
。

◦
10
月
支
給
分
の
年
金
か
ら
保

険
料
の
天
引
き
が
開
始
さ
れ

る
方

　

７
月
か
ら
９
月
ま
で
は
、
納

付
書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ

り
保
険
料
を
納
付
し
て
い
た
だ

き
、
10
月
、
12
月
、
２
月
支
給

分
の
年
金
か
ら
残
り
の
保
険
料

が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

納
付
方
法
の
変
更
に
つ
い
て

　

保
険
料
を
年
金
か
ら
天
引
き

さ
れ
て
い
る
方
で
、
口
座
振

替
に
よ
る
納
付
を
ご
希
望
の
方

は
、
税
務
課
ま
た
は
町
指
定
金

融
機
関
へ
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
納
付
方
法
を
口

座
振
替
に
変
更
し
て
も
、
納
付

し
て
い
た
だ
く
年
間
の
保
険
料

額
は
、
変
わ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

☎
82
︱
７
０
０
３

夜間の急病やけがで困った時は、
まず救急電話相談をご利用ください。

☆☆ 救急電話相談 ☆☆
小児向け：♯8000
一般向け：☎087-812-1055
受　　付：毎日19時～翌朝8時

保険料の計算方法
【年間保険料】（限度額62万円）
　　＝
【均等割額】47,300円
　　＋
【所得割額】基礎控除後の総所得
　　　　　　金額等×所得割率9.26％

生活習慣病を早期発見し、健康長寿を目指そう
～国民健康保険特定健診・後期高齢者健診～

　健診の目的は、生活習慣病を早期発見し、予
防・改善していくことです。
　生活習慣病は、一人一人が、バランスの取れ
た食生活、適度な運動習慣を身に付けることに
より予防可能です。
　年に一度、健診を受診し、ご自身の健康状態
を確認して、健康づくりに努めましょう。
　対象者には、受診券と案内文書を送付してい
ますので、詳細をご確認の上、受診してください。

対象者
40歳以上で受診日現在に国民健康保険または、
後期高齢者医療保険に加入の方

問い合わせ先
健康づくり福祉課　☎︎82－7038
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現
在
の
後
期
高
齢
者
被
保
険

者
証
は
、
有
効
期
限
が
７
月
31

日
㈬
と
な
っ
て
い
ま
す
。
８
月

か
ら
ご
使
用
い
た
だ
く
新
た
な

被
保
険
者
証
は
、
７
月
中
旬
以

降
に
被
保
険
者
お
一
人
ず
つ
に

黄
色
の
封
筒
で
香
川
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
特
定

記
録
郵
便
で
送
付
さ
れ
ま
す
。

被
保
険
者
証
に
つ
い
て

　

黄
色
の
カ
ー
ド
サ
イ
ズ
で
、

左
右
の
端
に
紫
色
の
ラ
イ
ン
が

あ
り
ま
す
。

　

被
保
険
者
証
が
届
き
ま
し
た

ら
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
に
間

違
い
が
な
い
か
ご
確
認
い
た
だ

き
、
間
違
い
が
あ
る
場
合
や
、

７
月
下
旬
以
降
、
被
保
険
者
証

が
お
手
元
に
届
か
な
い
場
合

は
、
お
手
数
で
す
が
、
健
康
づ

く
り
福
祉
課
へ
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

有
効
期
限
の
切
れ
た
被
保
険
者

証
は
？

　

現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証

は
、
８
月
１
日
㈭
以
降
使
用
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
健
康
づ
く
り

福
祉
課
ま
で
お
返
し
い
た
だ
く

か
、
ご
自
身
で
破
棄
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
健
康
づ
く
り
福
祉
課

☎
82
︱
７
０
３
８

◦
香
川
県
後
期
高
齢
者

　

医
療
広
域
連
合

☎
０
８
７
︱
８
１
１
︱
１
８
６
６

　

交
通
事
故
な
ど
の
第
三
者

の
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
ケ

ガ
な
ど
を
、
国
民
健
康
保
険

ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
（
以
下
、国
保
等
）
を
使
っ

て
治
療
す
る
場
合
は
、「
第

三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」

が
必
要
で
す
。

届
け
出
を
す
る
理
由

　

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者

の
行
為
に
よ
っ
て
受
け
た
傷

病
の
医
療
費
は
、
原
則
と
し

て
加
害
者
が
全
額
負
担
す
べ

き
も
の
で
す
。し
た
が
っ
て
、

国
保
等
を
使
っ
て
治
療
を
受

け
た
場
合
、
加
害
者
が
支
払

う
べ
き
医
療
費
を
国
保
等
が

一
時
的
に
立
て
替
え
、
あ
と

か
ら
そ
の
費
用
を
加
害
者
に

請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
加
害
者
に

対
し
て
費
用
の
請
求
を
行
う

た
め
に
「
第
三
者
行
為
に
よ

る
傷
病
届
」
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
交
通
事
故
に
あ
っ
た

ら
、
す
ぐ
警
察
に
届
け
、
治

療
に
国
保
等
を
使
う
と
き

は
、
届
け
出
を
忘
れ
ず
に
お

願
い
し
ま
す
。

※
治
療
継
続
中
に
、
加
害
者

か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ
た

り
、
示
談
を
済
ま
せ
て
し
ま

う
と
保
険
診
療
が
使
え
な
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

◦
被
保
険
者
証

◦
治
療
を
受
け
た
方
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た

は
通
知
カ
ー
ド

◦
事
故
証
明
書

◦
印
鑑

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課

☎
82
︱
７
０
３
８

　

宅
配
業
者
に
な
り
す
ま
し
、

Ｓ
Ｍ
Ｓ
で
不
在
通
知
を
送
っ
て

偽
サ
イ
ト
に
誘
導
し
、
電
話
番

号
や
パ
ス
ワ
ー
ド
な
ど
を
盗
み

取
る
手
口
の
詐
欺
が
、
香
川
県

内
で
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

不
審
な
メ
ー
ル
や
見
覚
え
の

な
い
番
号
か
ら
の
Ｓ
Ｍ
Ｓ
に
記

載
さ
れ
た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
、
安
易
に

ク
リ
ッ
ク
や
タ
ッ
プ
を
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

困
っ
た
時
は
一
人
で
悩
ま
ず

左
記
の
相
談
窓
口
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

相
談
電
話
番
号

◦
香
川
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

☎
０
８
７
︱
８
３
３
︱
０
９
９
９

◦
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
１
８
８
（
局
番
な
し
）

交
通
事
故
の
被
害
に
あ
っ
た
と
き
は

宅
配
業
者
に
成
り

す
ま
し
た
怪
し
い

メ
ー
ル
に
ご
注
意

新
し
い
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
を
送
付
し
ま
す
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健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
３
か

月
間
の
講
座
で
す
。
楽
し
く
学

ん
で
実
践
し
、
一
緒
に
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。
男
女
問
わ
ず
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　

町
内
在
住
の
20
歳
～

74
歳
の
方
で
継
続
し
て
参
加

で
き
る
方

定
員　

15
人

場
所　

小
豆
島
町
役
場
西
館

　
　
　

な
ど

参
加
費　

２
，０
０
０
円
程
度

（
活
動
量
計
使
用
料
、
調
理

実
習
材
料
費
の
実
費
負
担
と

な
り
ま
す
。）

申
込
期
間

　

7
月
1
日
㈪
～
7
月
19
日
㈮

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課

☎
82
︱
７
０
３
８

支
給
方
法
の
変
更

　

８
月
１
日
診
療
分
か
ら
重
度

心
身
障
害
者
等
医
療
費
は
、
県

内
全
域
の
医
科
、
歯
科
、
調
剤
、

訪
問
看
護
お
よ
び
島
内
接
骨
院

の
医
療
機
関
窓
口
で
の
保
険
診

療
自
己
負
担
分
の
支
払
い
が
な

く
な
り
ま
す
。（
現
物
給
付
）

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
し
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
医
療
機
関
窓

口
で
自
己
負
担
分
を
支
払
っ
て

い
た
だ
き
、
後
日
町
か
ら
指
定

口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。（
償

還
払
い
。
申
請
は
不
要
で
す
。）

支
給
対
象
者
の
拡
大

　

８
月
１
日
よ
り
支
給
対
象
者

を
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
４
級

お
よ
び
療
育
手
帳
所
持
者
と
し

ま
す
。
た
だ
し
、対
象
者
と
な
っ

た
時
の
年
齢
が
65
歳
以
上
の
方

お
よ
び
生
活
保
護
を
受
給
中
の

方
は
対
象
外
で
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
る
た
め
、
毎

年
７
月
に
所
得
に
基
づ
き
、
受

給
資
格
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

制
度
変
更
に
伴
う
手
続
き

　

新
た
に
対
象
と
な
る
方
や
子

ど
も
医
療
（
乳
幼
児
除
く
）・

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
の
対
象

者
で
、
重
度
心
身
障
害
者
等
医

療
の
対
象
者
の
方
は
手
続
き
が

必
要
で
す
。
該
当
者
に
は
６
月

上
旬
に
手
続
き
の
書
類
を
送
付

し
て
い
ま
す
の
で
、
早
め
の
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
手
続

き
が
遅
れ
る
と
、
受
給
資
格
者

証
の
交
付
が
８
月
１
日
に
間
に

合
わ
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

注
意
事
項

◦
７
月
下
旬
に
８
月
１
日
か
ら

使
用
で
き
る
受
給
資
格
者
証
を

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

を
除
い
た
全
対
象
者
に
郵
送
し

ま
す
の
で
、
医
療
機
関
を
受
診

す
る
際
は
、
必
ず
「
受
給
資
格

者
証
」
と
「
健
康
保
険
証
」
を

窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
県
外
の
医
療
機
関
を
受
診
す

る
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

償
還
払
い
と
な
り
ま
す
の
で
、

申
請
書
（
医
療
機
関
の
証
明
も

し
く
は
領
収
証
が
必
要
）
を
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

◦
受
給
資
格
者
証
に
記
載
の
情

報
（
保
険
証
・
氏
名
等
）
が
変

わ
っ
た
場
合
は
変
更
の
手
続
き

を
役
場
窓
口
で
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◦
転
出
や
死
亡
等
で
資
格
を
喪

失
し
た
方
は
速
や
か
に
受
給
資

格
者
証
を
返
却
し
て
下
さ
い
。

８
月
１
日
診
療
分
か
ら
重
度
心
身
障
害
者
等

医
療
費
の
支
給
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　
健
幸
チ
ャ
レ
ン
ジ
ア
カ
デ
ミ
ー
受
講
者
募
集

日　　　　程 内　　　　　　容

8月 19日㈪ 開講式（体力測定・目標決め等）

8月 30日㈮ 骨量測定、管理栄養士からの
貯骨の話

9月 10日㈫ 健康運動指導士による運動講座

9月 20日㈮ 健康運動指導士による運動講座

9月 30日㈪ 献立作りに挑戦
おいしいメニューを考えよう

10月 11日㈮ 健康運動指導士による運動講座

10月 18日㈮ 健康運動指導士による運動講座

11月 1 日㈮ みんなで考えた献立でクッキング

11月 13日㈬ 健康運動指導士による運動講座

11月 21日㈭ 修了式（体力測定・振り返り等）

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課

☎
82
︱
７
０
３
８

身
体
障
害
者
補
装
具
巡
回
相
談

　

香
川
県
障
害
福
祉
相
談
所

の
巡
回
相
談
で
補
装
具
の
交

付
判
定
を
行
い
ま
す
の
で
、

補
装
具
の
交
付
を
希
望
さ
れ

る
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
定
員
に
達
し
た
場

合
は
、
予
約
を
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　

7
月
23
日
㈫

　

14
時
20
分
～
15
時
20
分

場
所　
土
庄
町
総
合
福
祉
会
館

対
象
者　

身
体
障
害
者
手
帳

　

所
持
者
（
肢
体
不
自
由
・

　

聴
覚
障
害
）
ま
た
は
難
病

　

患
者
等

相
談
内
容　

車
椅
子
、
義
肢

装
具
、
補
聴
器
な
ど
、
補

装
具
の
交
付
に
関
す
る
こ

と
申
込
期
限　

7
月
12
日
㈮

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課

☎
82
︱
７
０
３
８

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

※日程等は変更する場合があります。
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国
民
年
金
保
険
料
を
免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す

8
月
は
食
品
衛
生
月
間

「
食
品
衛
生
教
室
」

参
加
者
募
集

　
認
知
症
に
理
解
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

「
若
年
性
認
知
症
当
事
者

志
度
谷
さ
ん
ご
夫
婦
の
お
話
」

　

全
国
の
認
知
症
高
齢
者
の

数
は
、
２
０
２
５
年
に
は
約

７
０
０
万
人
に
な
る
と
予
測
さ

れ
、
5
人
に
1
人
が
認
知
症
に

な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
香

川
県
で
最
も
高
齢
化
率
の
高
い

小
豆
島
町
で
は
、
認
知
症
に

な
っ
て
も
自
分
自
身
は
も
ち
ろ

ん
周
り
の
人
も
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
当
事
者
の
お
話
を
き

い
て
、
一
緒
に
認
知
症
に
理
解

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

内
容

　

認
知
症
当
事
者
に
よ
る
お
話

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

香
川
県
綾
川
町
在
住
の
志
度

谷
さ
ん
ご
夫
婦
。
夫
の
利
幸

さ
ん
は
、
自
営
業
。
妻
の
少

し
の
気
づ
き
か
ら
神
経
内
科

を
受
診
し
、
若
年
性
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
病
と
診
断
さ
れ

た
。
診
断
後
、
周
囲
に
病
名

を
公
表
し
た
こ
と
に
よ
り
、

い
ろ
い
ろ
な
葛
藤
を
感
じ
る

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
出

会
い
も
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、

地
域
で
の
活
動
の
場
を
き
っ

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
に
は
、
保
険
料

の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る

「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
納

付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
が
未
納
の
状
態

で
あ
る
と
、
万
が
一
、
障
害
や

死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が

発
生
し
た
場
合
、
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
住
民
課
ま
た
は
池
田
窓

口
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
書
は

窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
の
免
除
等
の
受

け
付
け
は
7
月
1
日
か
ら
開
始

し
、
7
月
分
か
ら
令
和
2
年
6

月
分
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し

て
審
査
を
行
い
ま
す
。

全
額
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
の

継
続
申
請
に
つ
い
て

　

全
額
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予

の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
方
が
翌

年
度
以
降
も
引
き
続
き
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
翌
年
度
以
降
も

引
き
続
き
申
請
を
行
う
こ
と
を

あ
ら
か
じ
め
申
し
出
る
（
免
除

申
請
時
に
、
翌
年
度
以
降
の
希

　

食
品
衛
生
月
間
事
業
の
一
環

と
し
て
、
食
品
衛
生
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
普
段
は
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
食
品
製
造
工
場
の

見
学
な
ど
が
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

9
月
2
日
㈪

集
合
場
所　

池
田
港   

※
12
時
20
分
に
バ
ス
が
出
発
し

ま
す
の
で
、
昼
食
を
済
ま
せ
て

か
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。
帰
着

は
17
時
頃
で
す
。

内
容　

①
し
ょ
う
ゆ
も
の
知
り
博
士
の

　

出
前
授
業

②
食
品
製
造
工
場
見
学　

　
（
㈱
島
醸
、
宝
食
品
㈱
）

③
消
費
者
・
営
業
者
・
行
政
担

　

当
者
に
よ
る
三
者
座
談
会

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

対
象　

ど
な
た
で
も

※
た
だ
し
、
幼
児
は
参
加
で
き

ま
せ
ん
。

参
加
費　

無
料

申
込
期
限　

8
月
2
日
㈮

申
込
先　

　
（
公
社
）
香
川
県
食
品
衛
生

　

協
会　

小
豆
地
区
事
務
局

☎
62
︱
２
４
７
１

か
け
に
、
自
分
自
身
の
体
験

を
多
く
の
人
に
伝
え
る
た
め

に
本
人
自
ら
が
語
る
活
動
を

妻
の
久
美
さ
ん
と
と
も
に
は

じ
め
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

日
時

　

7
月
28
日
㈰　

　

13
時
30
分
～
15
時

　
（
受
付
13
時
～
）

場
所

　

イ
マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー

　

2
階　

大
ホ
ー
ル

参
加
費　

無
料

主
催

　

小
豆
医
療
圏
地
域
包
括
ケ
ア

　

連
絡
会
介
護
部
会　
　

申
込
先 

　

高
齢
者
福
祉
課☎

82
︱
７
０
０
６

望
に
つ
い
て
「
は
い
」
に
○
を

付
け
る
）
こ
と
に
よ
り
、
翌
年

度
以
降
の
申
請
書
の
提
出
を
省

略
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
審
査
を
行
う

必
要
が
あ
る
た
め
、
た
と
え
所

得
が
な
い
場
合
で
も
必
ず
住
民

税
の
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
失
業
や
災
害
な
ど
を

理
由
と
し
て
承
認
を
受
け
た
場

合
や
一
部
免
除
（
四
分
の
一
免

除
、
半
額
免
除
、
四
分
の
三
免

除
）
の
承
認
を
受
け
た
場
合
に

つ
い
て
は
、
翌
年
度
も
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
住
民
課　

☎
82
︱
７
０
０
５

◦
高
松
東
年
金
事
務
所

☎
０
８
７
︱
８
６
１
︱
３
８
６
６

　
（
自
動
音
声
案
内
）

志度谷さんご夫婦
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内海B&G海洋センター
プール一般開放

内
海
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

水
泳
・
海
洋
教
室
の
ご
案
内

①
初
心
者
水
泳
教
室

日
程　

◦
第
1
期　
　
　

【
全
6
回
】

　

7
月
22
日
㈪
～
27
日
㈯

◦
第
2
期　
　
　

【
全
６
回
】

　

7
月
29
日
㈪
～
8
月
3
日
㈯

場
所　

内
海
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

　

タ
ー　

プ
ー
ル

対
象
者　

泳
力
25
メ
ー
ト
ル

未
満
の
町
内
小
学
生
（
1
・

2
・
3
年
生
）

定
員　

最
大
80
人

コ
ー
ス

◦
前
半
：
9
時
～
10
時
10
分

◦
後
半
：
10
時
20
分
～
11
時
30
分

※
各
期
、
各
コ
ー
ス
20
人
（
先

着
順
）

受
講
料　

１
，５
０
０
円

※
使
用
料
・
保
険
料
込
み

申
し
込
み
方
法　

7
月
6
日
㈯
8
時
30
分
か

ら
内
海
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
で
受
け
付
け
（
当
日

限
り
）
を
し
ま
す
。

※
電
話
お
よ
び
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
受

け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

②
レ
デ
ィ
ー
ス

　
　

ス
イ
ミ
ン
グ
教
室（
後
期
）

日
程　

7
月
30
日
㈫
～
9
月
6

　

日
㈮
ま
で
の
毎
週
火
曜
日
お

　

よ
び
金
曜
日　
　
【
全
12
回
】

場
所　

内
海
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

　

タ
ー　

プ
ー
ル

対
象
者　

水
泳
・
水
中
運
動
に

　

興
味
の
あ
る
成
人
女
性

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

◦
Ａ
コ
ー
ス（
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
）

　

19
時
～
20
時　

２
，５
０
０
円

◦
Ｂ
コ
ー
ス
（
水
泳
指
導
）　

　

20
時
～
21
時　
２
，５
０
０
円

◦
Ａ
＋
Ｂ
コ
ー
ス　

　

19
時
～
21
時　
３
，５
０
０
円

※
使
用
料
・
保
険
料
込
み

申
込
期
間　

　

7
月
2
日
㈫
～
9
日
㈫

申
し
込
み
方
法　

申
込
用
紙
と
受
講
料
を
持

参
の
上
、
内
海
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
ま
た
は
イ
マ
ー

ジ
ュ
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
用

紙
は
各
申
込
先
と
社
会
教

育
課
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

③
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
教
室

日
時
・
場
所

◦
6
月
29
日
㈯
、
7
月
7
日
㈰

　

10
時
～
12
時

　

内
海
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

◦
7
月
20
日
㈯

　

15
時
～
17
時

　

小
豆
島
ふ
る
さ
と
村

対
象
者　

町
内
小
学
生
（
４･

　

５･

６
年
生
）

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

８
０
０
円

※
使
用
料
・
保
険
料
込
み

内
容　

カ
ヌ
ー
の
体
験
、
弁
天

　

島
で
の
遊
泳

申
し
込
み
方
法　

申
込
書
と
受
講
料
を
持
参

の
上
、
内
海
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

①
②
③
問
い
合
わ
せ
先　

◦
内
海
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎
82
︱
５
１
７
１

◦
社
会
教
育
課☎

82
︱
７
０
１
５

【
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
】

　

7
月
31
日
㈬
に
香
川
県
マ
リ

ン
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
小
豆
島
ふ

る
さ
と
村
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

受
講
者
は
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
大

会
に
出
場
で
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ

挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

期　間　7 月２日㈫～ 8 月 31 日㈯
休館日　毎週月曜日（7 月 15 日㈪、8 月 12 日
　㈪を除く）、7 月 16 日㈫、8 月 13 日㈫、8 月
　15 日㈭
開館時間　13 時～ 19 時
※幼児は必ず成人の同伴者が必要です。
　また、小・中学生で同伴者のいない場合は

16 時までの利用となります。

利　用　区　分 町　内　者 町　外　者
小・中学校児童生徒 100円 320円
高校・大学生、一般 210円 640円

幼　児
（要保護者同伴） 無　料 無　料

問い合わせ先 内海B＆G海洋センター ☎82-5171

★水泳プール使用料（税込金額）★

海の事故ゼロキャンペーン
　７月16日㈫～31日㈬の間、「海難ゼロへの願
い」をスローガンに海の事故ゼロキャンペー
ンを実施します。海に出かける際は、発航前の
点検を必ず行い、航行中や遊漁中には常時適切
な見張りを行うなどして安全運航に努めましょ
う。
   万が一、事故が発生した時は、海上保安庁
「118番」に連絡してください。

海難防止強調運動香川県地区推進連絡会議
問い合わせ先
高松海上保安部　航行安全課　☎087−821−7008
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オ
リ
ー
ブ
を
用
い
た

健
康
長
寿
の
島
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

　

小
豆
島
町
で
は
、「
一
家
に

一
本
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
」、

「
い
つ
も
食
卓
に
オ
リ
ー
ブ
を
」

と
オ
リ
ー
ブ
を
用
い
た
健
康
長

寿
の
島
づ
く
り
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
も
っ
と

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
㈱
Ｊ
＿

オ
イ
ル
ミ
ル
ズ

フ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の

水
野
勢
技
世
さ
ん
を
お
招
き

し
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時　

7
月
27
日
㈯

　
　
　

13
時
～
14
時
30
分　
　

　
　
　
（
12
時
30
分
開
場
）　　

場
所　

小
豆
島
オ
リ
ー
ブ
公
園

　

記
念
館　

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

　

ホ
ー
ル

演
題　
「
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル　

　

風
味
を
知
っ
て
使
い
こ
な
そ

　

う
！
」

※
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
交
え
た

楽
し
い
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

講
師　

㈱ 

Ｊ
＿

オ
イ
ル
ミ
ル
ズ

　

フ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

　

コ
ン
シ
ュ
ー
マ
グ
ル
ー
プ　

　

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　

水
野
勢
技
世
氏

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

託
児
所　

生
後
８
か
月
～
小
学

　

３
年
生
ま
で
お
預
か
り
し
ま

　

す
。

※
人
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

　

7
月
1
日
㈪
～
17
日
㈬

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

オ
リ
ー
ブ
課☎

82
︱
７
０
１
８

日時　7月27日㈯【低学年コース】
　　　7月28日㈰【高学年コース】
　　　各日とも13時～15時
場所　香川県農業試験場小豆オリーブ研究所
内容　オリーブの品種・栽培や歴史、オリーブオイルに
　　　ついて研究員が説明します。
対象者　小学生（必ず保護者が同伴してください。）
定員　各日20人（先着順）
申込期限　７月19日㈮必着
申し込み方法
　参加者の氏名・年齢・代表者の電話番号を記載の上、
　はがき、FAX またはメールでお申し込みください。
問い合わせ先
　香川県農業試験場小豆オリーブ研究所
　（小豆島町池田2519‐2）
　☎︎75－0033　FAX 75－1021　
　　noshishozu@pref.kagawa.lg.jp

「オリーブについてしらべよう」
夏休みこども教室

　５月号で、「遠い親戚を迎え入れる
ように海外の方を迎え入れよう」とい
う提案をさせていただきました。今月
は、「ではどのように？」について考
えてみます。

　幸福度に関する研究で、「気前よく人に与えるこ
とがもたらす満足度や幸福度は高い」という話を聞
いたことがあります。
　もしそれが本当なら、四国で行われてきたお接待
は人々に心の平穏と幸せをもたらしてきたのではな
いか、と思うのです。さらには、海外の方を迎え入
れる時、私たちにできることはこのお接待に秘密が
あるかも、とも私は考えてみました。
　瀬戸芸期間中、お接待する方と接待される方の笑
顔をたくさんお見かけしました。瀬戸芸期間中に限

らず、いつも人に幸せを与える行いが生活の一部に
なれば、双方が幸せな気持ちになるはずです。その
与え方はいたってシンプル。
Can I help you?
Welcome to Shodoshima.
Enjoy Shodoshima.
の言葉で十分表現できます。島の方は畑で採れた野
菜や果物をわけてくれます。これらの英語の言葉は、
野菜や果物を分けてくださるときと、同じ温かさを
もつお接待だと私は思うのです。
　ぜひ久しぶりに訪れる親戚に声をかけたり、野菜
を分けてあげるような気持ちで、海外の方にも幸せ
のお接待をしてみてくださいね。
Enjoy speaking English!
小豆島町国際交流アドバイザー　森川光与

～英語で小豆島を紹介しよう！～～英語で小豆島を紹介しよう！～
国際交流アドバイザー森川光与さんの

水野　勢技世氏



2019.７ 18

　5月26日、第42回小豆島オリーブマラソン全国大会
が開催され、全国から集まったランナーがオリーブの白
い花が咲く海岸線や醤の郷の風景を楽しみながら駆け抜
けていきました。
　ランナーの皆さんは、記録に挑戦したり、仮装して走
るなど、それぞれのペースでゴールを目指して走りまし
た。また、会場では小豆島の特産品である手延べそうめ
んや商工会青年部による小豆島の海水から作った塩で漬
けられた4,000粒の梅干しと梅ドリンクが振る舞われま
した。

　6月3日、小豆島海上保安署において、池田小学校6年
生を対象とした海洋環境教室と巡視艇体験航海が行われ
ました。
　海洋環境教室では、海が汚れる原因を学び、お米のと
ぎ汁をどのくらいの水で薄めることによって魚が生きら
れる水質になるかの実験を行いました。　
　また、巡視艇体験航海では、「きよづき」に乗船し、海
上保安官の方に教わりながら実際に操縦したり、海上の
浮遊物を確認しながら、小豆島の海を大切にする気持ち
を一層高めていました。

　5月21日と31日に、ぱしふぃっくびいなすが内海湾に寄港し、
二十四の瞳映画村の桟橋前で歓迎セレモニーが行われました。
　セレモニーではせいけんじこども園の園児による鼓笛隊演奏が
行われ、園児たちから小豆島の観光地のポストカードやオリーブ
オイルのハンドクリームなどが入ったお土産が手渡されました。
　乗船客は笑顔で手を振りながらバスに乗車し、島内観光に出発
しました。

　6月5日、小豆島中学校2年生の生徒が人権学習の一環として
小豆島町介護保険施設を訪れました。
　「高齢者の人権」をテーマに、車椅子の方でも入ることので
きるお風呂やトイレなどの施設見学を行った後、介護の必要性
や行政サービス以外に地域でお互いに支え合うことの大切さな
どについて学びました。
　また、利用されている方と学校生活などについて話し、一緒
にゲームを行うなど、高齢者の方とふれあいながら人権につい
て学ぶことができた1日となりました。

戸内海特有の海岸線の風景を楽しみながら

豆島の海をいつまでもきれいに

第42回小豆島オリーブマラソン全国大会

池田小学校の児童を対象とした海洋環境教室と巡視艇体験航海

瀬

小

船客を笑顔で歓迎

護の必要性と地域の支え合いの大切さ

ぱしふぃっくびいなす寄港による歓迎セレモニー

小豆島中学校の人権学習で小豆島町介護保険施設を訪問

乗

介

まちの話題については、小豆島町公式フェイスブックページ
　   （https://facebook.com/shodoshimacho）でも、随時情報を掲載しています。

皆さんからの情報をお待ちしています。
企画財政課 広報秘書係  ☎82-7000
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く
ら
し
の
情
報

７月
July

③
航
空
学
生

応
募
資
格

①
②
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

③
高
卒
（
見
込
み
含
む
）

◦
海　

　

18
歳
以
上
23
歳
未
満
の
方

◦
空　

　

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
方

受
付
期
間

①
年
間
を
通
じ
て

②
③
7
月
1
日
㈪
～

　
　

9
月
6
日
㈮

試
験
日

①
受
付
時
に
お
知
ら
せ

②
9
月
20
日
㈮
～
22
日
㈰

③
9
月
16
日
㈪

※
受
験
料
は
無
料
で
、
い
ず
れ

の
種
目
も
併
願
可
能
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
自
衛
隊
土
庄
分
駐
所

☎
62
︱
７
０
０
０

◦
自
衛
隊
香
川
地
方
協
力
本
部　

☎
０
８
７
︱
８
２
３
︱
９
２
０
６

期
間　

9
月
5
日
㈭
～

　

令
和
2
年
2
月
20
日
㈭

　

毎
週
木
曜
日　
　
【
全
20
回
】

時
間

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　

香
川
県
視
覚
障
害
者
福　

　

祉
セ
ン
タ
ー

受
講
資
格　

◦
視
覚
障
害
者
の
福
祉
に
理

解
・
関
心
が
あ
り
、
初
級

講
習
終
了
後
、
令
和
2
年

度
に
予
定
し
て
い
る
中
級

講
習
会
（
20
回
）
を
受
講

で
き
る
方

◦W
indow

s

の
使
用
経
験
が

あ
り
、W

indow
s7

以
降
の

パ
ソ
コ
ン
を
所
有
ま
た
は

購
入
予
定
の
方

◦
当
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
で

き
る
方

募
集
人
数　

10
人

参
加
費　
３
，１
０
０
円
（
予
定
）

説
明
会

日
時　

8
月
8
日
㈭

　
　
　

13
時
30
分
～

　
　
　
（
1
時
間
程
度
）

場
所　

香
川
県
視
覚
障
害　
　

者
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
期
限　

8
月
22
日
㈭

受
講
通
知　

申
し
込
み
が
多
い

場
合
は
、
受
講
者
の
選
定

を
行
い
、
8
月
28
日
㈬
ま

で
に
通
知
し
ま
す
。

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
香
川
県
視
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
７
︱
８
１
２
︱
５
５
６
３

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
、
心

理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目

が
あ
り
、
1
科
目
か
ら
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

出
願
期
限

◦
第
1
回
：
8
月
31
日
㈯

◦
第
2
回
：
9
月
20
日
㈮

※
資
料
請
求
は
無
料
で
す
の
で

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
香
川
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
７
︱
８
３
７
︱
９
８
７
７

日
時　

9
月
21
日
㈯
～
23
日
㈪

場
所　

　

五
色
台
少
年
自
然
セ
ン
タ
ー

定
員　

20
人
程
度

※
6
人
未
満
の
場
合
は
中
止

参
加
費　

１
５
，０
０
０
円

　
（
学
生
：
１
２
，０
０
０
円
）

資
格
申
請
費
用

　

１
５
，０
０
０
円

申
込
期
限　

8
月
17
日
㈯

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

香
川
県
キ
ャ
ン
プ
協
会
事
務
局

☎
０
９
０
︱
８
６
９
７
︱
５
２
１
６

募
集
団
地
（
1
戸
）

　
　

石
場
団
地
２
０
１
号
室

募
集
期
間

　

7
月
8
日
㈪
～
19
日
㈮

家
賃　
世
帯
の
所
得
に
よ
り
決
定

申
し
込
み
資
格

①
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ　

と
が
明
ら
か
な
方

②
同
居
親
族
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
あ
る
方

（
原
則
60
歳
以
上
の
方
・
身

体
に
障
害
の
あ
る
方
【
手
帳

１
～
４
級
】
な
ど
は
、
１

人
で
も
申
し
込
み
が
で
き

ま
す
。）

③
申
込
者
と
同
居
者
全
員
の
所

得
を
合
算
し
、
控
除
額
を

差
し
引
い
た
所
得
額
が
基

準
【
月
15
万
８
千
円
以
下
】

に
該
当
し
て
い
る
方

④
町
税
お
よ
び
町
が
定
め
て
い

る
使
用
料
、
手
数
料
な
ど

を
滞
納
し
て
い
な
い
方

⑤
家
賃
・
共
益
費
・
自
治
会
費

お
よ
び
敷
金
（
３
か
月
分
）

を
納
め
ら
れ
る
方

⑥
申
込
者
と
同
等
以
上
の
収
入

が
あ
り
、
原
則
と
し
て
町

内
居
住
者
で
あ
る
連
帯
保

証
人
を
た
て
ら
れ
る
方

⑦
申
込
者
お
よ
び
同
居
し
よ
う

と
す
る
者
が
暴
力
団
員
で

な
い
こ
と

※
町
外
の
方
で
も
応
募
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
競

合
し
た
場
合
は
町
内
の
方
を
優

先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

入
居
者
の
決
定　

公
開
抽
選

※
詳
細
は
、
建
設
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課

☎
82
︱
７
０
０
９

募
集
区
分

◦
自
衛
官
採
用
試
験

　
　
　
　
　
　
（
陸
・
海
・
空
）

①
自
衛
官
候
補
生

②
一
般
曹
候
補
生

◦
学
生
採
用
試
験　
（
海
・
空
）

募
集

R
ecru

itm
en

t

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

自
衛
官
・
学
生
採
用
試
験

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

習
会
（
初
級
）
受
講
者
募
集

放
送
大
学
10
月
生
募
集

キ
ャ
ン
プ
指
導
者
養
成
講
習
会
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小豆島町は「平和の町小豆島町」を宣言しています

　

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｐ
（
四
国
学
院
大
学

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ

デ
ン
ス
）
16
回
目
は
、
現
代
に

お
け
る
歌
舞
伎
演
目
上
演
の
可

能
性
を
発
信
す
る
団
体
「
木
ノ

下
歌
舞
伎
」
主
宰
の
木
ノ
下
裕

一
氏
と
学
生
に
よ
る
現
代
歌
舞

伎
を
お
届
け
し
ま
す
。

日
程　

7
月
10
日
㈬
～
14
日
㈰

場
所　

四
国
学
院
大
学　

　

ノ
ト
ス
ス
タ
ジ
オ

問
い
合
わ
せ
先

　

四
国
学
院
大
学
パ
フ
ォ
ー
ミ　

　

ン
グ
・
ア
ー
ツ
研
究
所　

　
（SIPA

）

☎
０
８
7
７
︱
６
２
︱
２
３
２
４

日
時　

7
月
13
日
㈯

　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

場
所　

イ
マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ

①
「
身
の
回
り
に
あ
ふ
れ
る
人　

　

工
化
学
物
質
～
な
ぜ
問
題
な　

　

の
？
」

②
「
食
品
ロ
ス
を
防
ぐ
簡
単
な　

　

お
や
つ
作
り
」

講
師

◦
冨
田　

恒
子
氏

　
（
理
学
博
士
生
物
化
学
専
攻
）

◦
泉　
　

京
子
氏

　
（
元
土
庄
中
央
病
院
看
護
師
・　

　

化
学
物
質
過
敏
症
患
者
）

◦
林　
　

清
美
氏

　
（
食
生
活
改
善
推
進
員
）

参
加
費　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

小
豆
島
環
境
と
く
ら
し
の
連　

　

絡
会

☎
62
︱
１
６
８
９

　

小
豆
島
観
光
協
会
で
は
月
に

一
度
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
受
講
で

き
ま
す
。

テ
ー
マ　
「
小
豆
島　

島
鱧
」　

　

へ
の
道
の
り
～
漁
協
と
漁
師

　

ま
る
っ
と
解
説
～

日
時　

7
月
18
日
㈭　

　
　
　

14
時
～

場
所　

小
豆
島
ふ
る
さ
と
村

　

ふ
る
さ
と
荘
交
流
セ
ン
タ
ー

講
師　

四
海
漁
業
協
同
組
合

◦
上
川　

貞
亮
氏

◦
田
中　

佑
季
氏

参
加
費　

無
料

申
し
込
み
方
法　

電
話
で
お
申　

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

主
催
・
申
込
先

　
（
一
社
）
小
豆
島
観
光
協
会

☎
82
︱
１
７
７
５

日
時　

7
月
24
日
（
水
）

　
　
　

10
時
～
16
時　

場
所　

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川

　
（
高
松
市
林
町
２
２
１
７
番
地
１
）

内
容　

①
福
祉
の
職
場
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー　

　

シ
ョ
ン
（
10
時
～
12
時
）

②
求
人
コ
ー
ナ
ー
参
加
方
法
の

　

説
明
（
12
時
30
分
～
13
時
）

③
就
職
説
明
会（
13
時
～
16
時
）

参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

　

香
川
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

香
川
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
7
︱
８
３
３
︱
０
２
５
０

日
時　

8
月
4
日
㈰

　
　
　

19
時
～
21
時

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま

す
。

集
合
場
所　

殿
川
ダ
ム
下
広
場

持
ち
物　

虫
か
ご
、
捕
虫
網
、

懐
中
電
灯
、
虫
よ
け
ス
プ

レ
ー
、
水
筒
、
筆
記
用
具

な
ど

内
容　

白
い
シ
ー
ツ
を
広
げ
て

ラ
イ
ト
を
当
て
、
集
ま
っ

て
き
た
虫
を
採
取
、
観
察

し
ま
す
。

参
加
費　

１
人
１
０
０
円

　
（
保
険
料
と
し
て
当
日
集
金
）

定
員　

30
人
程
度

申
込
期
限　

7
月
26
日
㈮

※
一
般
の
方
も
参
加
で
き
ま

す
。

主
催　

小
豆
島
自
然
観
察
会

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
　
　

　

土
庄
町
教
育
委
員
会
事
務
局　
　

　

生
涯
学
習
課☎

62
︱
７
０
１
３

日
時
・
場
所

◦
7
月
12
日
㈮
（
要
予
約
）

　

10
時
～
15
時

　

小
豆
島
町
役
場
西
館
2
階

　

会
議
室
5　

◦
7
月
17
日
㈬

　

10
時
～
15
時

　

池
田
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階　

　

委
員
会
室

※
7
月
12
日
㈮
の
年
金
相
談

は
、
完
全
予
約
制
と
な
っ
て
い

ま
す
。
お
手
数
で
す
が
、
事
前

に
日
本
年
金
機
構
・
高
松
東
年

金
事
務
所
ま
で
電
話
で
ご
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

予
約
申
し
込
み
電
話
番
号

☎
０
８
7
︱
８
０
４
︱
０
５
０
８

※
年
金
手
帳
・
年
金
証
書
・
振

込
通
知
書
、運
転
免
許
証
な
ど
、

本
人
で
あ
る
こ
と
の
確
認
で
き

る
物
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
代

理
の
方
が
来
ら
れ
る
際
に
は
、

委
任
状
お
よ
び
依
頼
を
受
け
た

ご
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
物
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

・
住
民
課　

☎
82
︱
７
０
０
５

・
池
田
窓
口
セ
ン
タ
ー

☎
75
︱
０
５
５
５

日
時　

7
月
16
日
㈫

　

14
時
30
分
～
16
時
10
分

場
所　

小
豆
総
合
事
務
所
東
館

　

1
階　

デ
イ
ケ
ア
室

内
容　
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談　

　
（
診
察
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※
予
約
制
の
た
め
、
電
話
で
事

前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

小
豆
総
合
事
務
所
保
健
福
祉
課

☎
62
︱
１
３
７
３

日
時　

7
月
16
日
㈫

　
　
　

10
時
～
16
時

場
所　

小
豆
島
町
役
場
本
館

　

１
階　

打
合
室
１

相
談
内
容　

　

経
営
相
談　
（
事
前
予
約
制
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課☎

82
︱
７
０
２
１

相
談

A
d
v
ice

S
A

R
P

 V
ol.1

6

福
祉
の
職
場
説
明
会

思
春
期
相
談

年
　
金
　
相
　
談

環
境
と
か
ら
だ
に

い
い
く
ら
し
学
習
会

第
53
回「
ま
る
ご
と
小
豆
島
」

セ
ミ
ナ
ー
開
催

夏
の
親
子
自
然
観
察
会

「
夜
の
昆
虫
を
観
察
し
よ
う
！
」

香
川
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

小
豆
島
サ
テ
ラ
イ
ト

お

知
ら
せ

I
n
fo

rm
a
tio

n
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７月　くらしのカレンダー
　

９日 火

献　血　　　　　10：00〜12：00　小豆警察署
　　　　　　　　14：00〜16：30　小豆島町役場

心配ごと相談所　13：30〜15：30　小豆島町役場西館１階相談室３
行政相談　　　　13：30〜16：00　小豆島町役場西館１階相談室３

10日 水 健康相談　　　　10：00〜11：00　小豆島町役場西館１階保健センター

12日 金
年金相談（要予約）10：00〜15：00　小豆島町役場西館２階会議室５
健康相談　　　　13：30〜14：30　城山会館

16日 火

よろず小豆島サテライト　10：00〜16：00　小豆島町役場本館１階打合室１
知財総合支援窓口（要予約）11：00〜15：30　小豆島町役場本館１階打合室２
思春期相談（要予約）14：30〜16：10　小豆総合事務所東館１階デイケア室
申込先　小豆総合事務所　保健福祉課　☎62−1373

17日 水 年金相談　　　　10：00〜15：00　池田保健センター２階委員会室

22日 月
健康相談　　　　10：00〜11：00　吉田地区浜集会所
行政相談　　　　13：30〜16：00　池田保健センター1階保健指導室

23日 火
健康相談　　　　10：00〜11：00　当浜第二集会所
心配ごと相談所　13：30〜15：30　池田保健センター1階保健指導室

24日 水 食の教室Ｋ’ｓキッチン　10：00〜13：00　苗羽公民館

26日 金

健康相談　　　　 9：30〜10：30　草壁会館
すくすくルーム　10：00〜12：00　イマージュセンター
（対象児：令和元年5月生まれ）
家族相談（要予約）14：00〜15：30　イマージュセンター
申込先　小豆総合事務所　保健福祉課　☎62−1373

31日 水

４か月児健診　　 9：00〜9：30受付 　
小豆島町役場西館１階保健センター（対象児：平成31年3月1日～4月30日生まれ）

10か月児健診　 10：00〜10：30受付　
（対象児：平成30年8月30日～10月31日生まれ）

町内の
【5月】 発生状況

事故・火災・救急

1月からの
累 計区　分 件　数 昨年同期

発　　生 3 9 10
負 傷 者 3 10 12
死 亡 者 0 0 0

火　　災 0 0 3
救　　急 69 340 345

【譲ります】

【求めます】

中古ギター
ピアノ　1.5m×1.2m

レコード盤
自転車（小学生用）
ベビーベット
ベビーカー
ござ
着物の草履　23.5㎝・ピンク系
着物用バック　ピンク系
着物・浴衣

無償
無償

無償
無償
無償
無償
無償
無償
無償
無償

リサイクル用品の情報をお待ちしてい
ます。環境衛生課（☎ 82 − 7008）

役場では品物を預かっていません。
また、家電4品目（テレビ・洗濯機・冷
蔵 ( 凍）庫・エアコン）については、リ
サイクル情報への掲載はしていません。
ご了承ください。
チャイルドシート（1台）はリサイクル
できました。
ご協力ありがとうございました。

お買い物は
地元商店を
使いましょう

リサイクル情報
（4・5・6月受付分）

「瀬戸内しまラジ！」放送中
　「瀬戸内しまラジ！」では、瀬戸内海・小豆島をはじめとした瀬戸内の島々の魅力をお
伝えしています。
　7月は、「夏のオリーブ」、「AZUKI JAM2019」、「小豆島ふるさと村でSUP」、
「二十四の瞳映画村の夏休み」、「寒霞渓の夏の魅力」などの話題をお届けする予定です。
※放送内容は、変更になる場合があります。

「瀬戸内しまラジ！」の番組公式ブログ（http://shimaradio.seesaa.net/）では、小豆島のホッ
トなニュースをお届けしていますので、ぜひご一読ください。

FM香川　　周波数78.6MHz　　毎週火曜日 8：25〜8：30

納期月の末日が納期限です（土・日・祝・金融機関休業日と重なる場合はその翌営業日）

　　　　　　　　　納期限税　目 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月
町 県 民 税 １期 ２期 ３期 ４期
固 定 資 産 税 １期 ２期 ３期 ４期
軽 自 動 車 税 全期
国 民 健 康 保 険 税 １期 ２期 ３期 ４期 ５期
後期高齢者医療保険料 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期
介 護 保 険 料 １期 ２期 ３期 ４期 ５期

今 月 の 納 税

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

糖尿病教室
「シック（病気）デイ
（日・時）ルール」を

覚えよう！

日時　７月17日㈬
　　　13時30分～14時30分
場所　小豆島中央病院
　　　１階　ふれあい広場
講師　竹原看護師
参加費　無料
問い合わせ先
　小豆島中央病院　内科
　☎75－1121



植
田　

将
弘
・
歩　

美

阿
治　

雄
樹
・
耿　

雨
晴

佐
々
木
涼
太
・
和　

実

濵
中　
　

誠
・　

薫

氏
名　

夫　
　
　

妻

安

田

蒲

生
〃

池

田

地

区

　『 
ほ
し
か
っ
た
場
所 

』

現
住
所　

安
田

向む
こ
や
ま山　

健け
ん
じ二

さ
ん

　

「
自
然
豊
か
な
場
所
で
子
ど

も
を
育
て
た
い
」

　

大
阪
に
住
ん
で
い
た
私
た
ち

夫
婦
が
漠
然
と
、
で
も
ず
っ

と
前
か
ら
考
え
て
い
た
こ
と
で

す
。　

　

小
豆
島
に
初
め
て
訪
れ
た
の

は
三
年
半
く
ら
い
前
。
そ
の
時

は
ち
ょ
っ
と
訪
れ
た
だ
け
。
け

れ
ど
帰
る
頃
に
は
妻
と
「
次
は

小
豆
島
に
き
ち
ん
と
行
こ
う
」

と
話
し
て
い
た
の
で
、
何
か
感

じ
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
約
半
年
後
、
一
週
間
滞
在

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
島
内

を
巡
り
つ
つ
、
ス
ー
パ
ー
や

魚
屋
さ
ん
で
買
い
物
を
し
て
自

炊
。
ち
ょ
っ
と
し
た
暮
ら
し
体

験
で
す
。
帰
路
、
自
然
豊
か
で

特
に
不
便
さ
を
感
じ
ず
住
み
良

い
島
を
気
に
入
っ
た
私
は
妻
に

聞
き
ま
し
た
。

「
ど
う
や
っ
た
？
」

「
大
阪
と
変
わ
ら
ん
わ
」

そ
れ
は
言
い
過
ぎ
や
ろ
っ
て
思

い
ま
し
た
が
移
住
を
決
心
し
た

瞬
間
で
し
た
。

　

そ
し
て
昨
年
４
月
、
小
豆
島

に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。

島
で
暮
ら
し
て
感
じ
た
の
は
地

域
の
皆
さ
ん
が
本
当
に
親
切
な

こ
と
。
引
っ
越
し
て
き
た
当
初

か
ら
色
々
と
声
を
か
け
て
い
た

だ
き
、
様
々
な
こ
と
を
教
え
て

下
さ
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

も
地
域
の
皆
さ
ん
に
見
守
ら
れ

な
が
ら
、
す
く
す
く
の
び
の
び

と
成
長
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て

小
豆
島
は
自
然
が
豊
か
。
海
は

穏
や
か
で
山
は
美
し
い
。
特
に

夜
の
星
空
は
圧
巻
で
す
。
大
阪

か
ら
遊
び
に
来
た
友
人
た
ち
は

み
ん
な
感
動
し
ま
す
。
大
阪
で

は
決
し
て
見
ら
れ
ま
せ
ん
か
ら

ね
。
島
の
星
空
を
も
っ
と
ア

ピ
ー
ル
す
れ
ば
い
い
の
に
と
思

い
ま
す
。

　

小
豆
島
に
引
っ
越
し
て
き
て

一
年
。
今
年
４
月
に
草
壁
港
の

切
符
売
り
場
２
階
に
飲
食
店
を

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
夫
婦
二

人
で
営
業
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
セ
プ
ト
は
自
分
た
ち
が

小
豆
島
に
来
て
「
あ
っ
た
ら
い

い
の
に
な
あ
」
と
思
う
お
店
。

ま
だ
移
住
す
る
前
か
ら
島
の
玄

関
口
で
あ
る
港
に
飲
食
店
が
少

な
い
の
は
不
便
だ
な
あ
と
感
じ

て
い
ま
し
た
。
よ
く
昼
ご
飯

時
を
逃
す
私
た
ち
は
ラ
ン
チ
に

あ
り
つ
け
な
い
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
し
た
し
、
幼
い
子
ど
も
が

い
る
と
ゆ
っ
く
り
気
兼
ね
な
く

ご
飯
を
食
べ
る
こ
と
も
な
か
な

か
で
き
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た

経
験
か
ら
、
港
の
近
く
で
ず
っ

と
夕
方
ま
で
ラ
ン
チ
が
食
べ

ら
れ
、
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
が
あ

り
、
子
ど
も
も
大
人
も
ゆ
っ
く

り
過
ご
せ
る
お
店
が
で
き
ま
し

た
。

　

ま
だ
一
歩
踏
み
出
し
た
ば
か

り
。
島
の
皆
さ
ん
が
「
便
利
だ

な
あ
」
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る

お
店
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま

す
。

大
川
は
つ
よ

藤
井
和
子

氏　

名

95 77 歳
浮
石
登
美
子

洋
届
出
人

蒲

生

池

田

地　

区

吉
川
美
代
子

福
井　

雄

中
武
正
子

入
部
恵
美
子

谷
條　

稔

須
佐
美
正
敏

宮
本　

拓

羽
田
孝
志

中
野
キ
ミ
ヱ

佃　

ア
キ
コ

濱
中
ト
ミ
コ

90 86 58 54 93 77 82 75 86 94
義

朗

伊
吹
孝
郎

義

景

一

郎

保

弘

惠
美
子

富

美

文
美
子

景

介
洋

忠

和

馬

木
〃〃〃

安

田

片

城

草
壁
本
町

西

村
〃〃

蒲

生

５
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で

【
お
め
で
た
】

【
ご
結
婚
】

【
お
く
や
み
】

人
動
の

き

オリーブバスは、みんなのバスです。路線バスを利用しましょう。

※
掲
載
辞
退
の
方
は
、
届
け
出
時
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
広
報
誌
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

◎
出　
　

生　

（
10
人
）

◎
婚　
　

姻　

（
４
組
）

◎
死　
　

亡　

（
13
人
）

2019.７ 22

▽
令
和
最
初
の
日
本
遺

産
に
「
備
讃
諸
島
の
石

の
島
の
物
語
」
が
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

小
豆
島
に
は
、
天
狗

岩
丁
場
を
は
じ
め
多
く

の
石
の
文
化
財
が
あ
り

ま
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

あとがき
　　　　（編集を終えて）

山
本
鈴り

ん
と翔

樽
見
幸ゆ

き
ち
か周

山
下
右う

き
ょ
う恭

井
上
汐し

づ
き月

三
山　

響ひ
び
き

城　

律り
つ
き己

大
坪
夏な

つ
め芽

松
本
彩さ

な那

山
下
遥は

る大

片
山
裕ゆ

う
せ
い晴

赤
ち
ゃ
ん

男 男 男 男 女 男 女 女 男 男性
別

慎

二

裕

也

尚

紀

靖

彦

誠

吾

有

斗

康

祐

裕

介
崇

裕

樹

保
護
者

坂

手

馬

木
橘

安

田

草
壁
本
町

西

村

蒲

野

室

生

中

山

池

田

地　

区

人　口
男　性
女　性
世帯数

人
人
人
世帯

（△ 2 人）
（4 人）

（△ 6 人）
（2）

（６月１日現在（　）内は前月比）

13,963
6,607
7,356
6,282
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